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調査区の位置と区割り
第3章　調査の成果
1．調査区の位置と区割り
a．位置
　津島岡大遺跡は、岡山大学の津島キャンパス内の遺跡群の総称であり、岡山市の旧市街地の
北半に位置する（図1）。本調査地点はその中でも津島北地区の東半部に含まれ、大学敷地をめ
ぐる北塀から約80m南の距離にある。北側は工学部仮講義棟、西側は生物応用工学科棟、東側
は馬場、南側はテニスコートに囲まれた範囲である（図2）。
　周辺部では、これまで数回にわたる調査が行われている。津島地区では最も多くの知見が得
られている地区にあたる。周辺の主要な発掘調査として第3次調査、第5次調査、第6次調
査、第7次調査がある。また、第9次調査以後、現在までに第15次調査、第17次調査を行って
いる。第3次調査、第15次調査は本調査地点から東に約200m、第5次調査は南西に約180m、
第7次調査は西に約70m、第17次調査は東南に約30mの位置にある。また、第6次調査は本調
査区の西辺に隣接している。これらの調査区では縄文時代の貯蔵穴や溝などの遺構や多くの遺
物、弥生時代前期の水田、古代の坪境として機能したと考えられる大溝などが検出されてい
る。
b．構内座標の設定
　岡山大学津島地区構内では、真北方向に軸をあわせた構内座標を設定している。これは、本
地区での全体的な地割りの方向が、ほぼ南北、東西の方位に合致するとともに、市街地中央で
正方位の条里地割りが認められるという現況に則ったものである。また、キャンパス北に位置
する半田山山塊の一部が大学の敷地に含まれており、構内座標の原点は構内全体を覆うために
キャンパスの北約900mに置いている。その起点となるのは、国土地理院第5座標系の南北軸
座標値（X＝－144，500m）と東西軸座標値（Y＝－37，000m）の交点である。
　そして、原点から一辺50mの間隔で、東西方向と南北方向に方形の区割りを行い、上述の座
標原点から、東西線については北から南へAA～BGライン、南北線については東から西へ00
～48ラインとしている。こうして区割りした各々の50m四方のグリヅドに対しては、二方向の
軸線の名称を組み合わせた北東隅のグリッドラインの交点の名称を付し、AAOOのように呼称
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している。
c．調査区の区割り
　本調査区には東西方向にAWラインが通り、調査区東辺約5m東に04ラインが通る。した
がって地区としてはAVO4、　AWO4の2グリヅドにまたがることとなる。しかし、50mグリッ
ドのみでは調査や報告の便宜上不都合が生じるため、これをさらに細分して一辺5m単位の小
グリヅドを設け、大グリッドの中を100分割している。ただし、この小グリヅドの名称について
はこれまで統一した基準がなく、各々の調査で個別に任意に名称を付していた。今回は第6次
調査地点に隣接し、その成果を併せて検討しなければならない。第6次調査についても独自に
小グリヅドの名称を付しているが、その名称はその後の調査を念頭に置いて付したものではな
かったため、今回の報告でそのまま使用して報告することができない。そのため、本報告では
新たに細分基準を決め、今後津島地区の発掘調査についてはこの細分基準を用いて報告するこ
ととした（図3）。
　細分基準は先に設定した構内座標の50m間隔のラインを基準としてその間を10等分し、アル
ファベヅト表記の東西線を北から0～9、アラビア数字表記の南北線を東から00～90で示す。
この細分区画ラインで囲まれた1区画は大区画の呼称を冠したうえで東北角で交わる二方向の
細分区画ラインの数字を合計し、AWO4－00、　AWO4－31、…と呼称する。すなわち50m四方
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図3　調査地点の区割り
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の大区画の北東隅の5m四方の小区画は00区、南西隅の小区画は99区となるのである。また、
図3でカヅコ中に示した数字は第6次調査時に使用した区割りの名称である。
2．層序と地形
a．層序
　土層の堆積状況については、隣接する第6次調査地点の土層堆積状況を参考とし、また、調
査区中央で南北方向に設定した土手によって確認した（図4、図版9）。また、必要に応じて周
囲の壁面や、任意に設定した土層観察用の土手で確認している。
〈1層〉　　本地区が1907～1908年（明治40～41年）に陸軍屯営用地として造成された際の造
成土である。上面（地表面）は標高4．6～4．8m（以下標高は略す）である。
〈2層〉　　青灰色粘質土で均一な層である。上面高は3．8～4．Om前後で、ほぼ平坦である。
造成直前の畑関連の溝・畝等の遺構が検出されたほか、近世・近代の遺物が出土している。
〈3層〉　　粗・細砂を多く含む燈黄褐色砂質土であり、鉄分が多くみられる。上面の高さは
3．6～3．7m前後でほぼ平坦な面である。南北方向に走る畦畔と、東西方向の溝、土坑が検出さ
れ、近世の遺物が少量出土している。
〈4層〉　　淡灰黄色細砂質土で、マンガンが少なく、しまりがない。上面の高さは3．6m前後
である。
〈5層〉　　灰黄色砂質土で鉄分が帯状に入る。マンガンがわずかに認められる。上面の高さ
は3．5～3．6mを測る。平坦な地形である。上面では東西方向の溝が検出された。層中には中世
後半～近世の遺物を含んでおり、近世に属すると考える。
〈6層〉　　淡灰黄色砂質土で鉄分を含み、マンガンは少ない。3．5m前後に、約5cmの堆積が
認められる。5層より砂質が強い。
〈7層〉　　黄灰色～灰褐色～灰色粘質土で、鉄分を含み、上面にマンガンの沈着が際だつ。
上面の高さは3．3～3．4m前後で地形的に大きな変化は認められないが、やや北側が高く、南側
に向かって下がる傾向がある。
〈8層〉　　土質により、2層に細分し、上層を8a層、下層を8b層とする。調査区南側で
は8層は確認されなかった。古代に帰属する大溝を検出している。
　　〈8a層＞　　8a層は灰褐色砂～灰黄色粘質土で、鉄分が多く、マンガンは少ない。上
面高は3．3m前後である。層厚も薄く、堆積の状況から洪水砂と考えられる。
　　〈8b層＞　　8b層は淡黄灰色～灰褐色砂質土で、砂質が強い。上面に鉄分が多く沈着
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層序と地形
表1　基本土層註記
層　名 色調・土質 備　　　　　考 層　名 色調・土質 備　　　　　考
〈1層〉 黄褐色バイラン土 造成土 〈14層〉 黄褐色～暗黄灰色～
賦倹F砂質土
（Fe、　Mn）
〈2層〉 青灰色粘質土
〈3層〉 燈黄褐色砂質土 （Fe多） 〈15a層〉淡黒灰色粘質土 （Fe）
〈4層〉 淡灰黄色細砂質土 〈15b層〉暗黒灰色粗細砂 （炭・焼土少量）
〈5層〉 灰黄色砂質土 （Fe帯状） 〈16層〉 暗灰黄色粘質土 （Fe）
〈6層〉 淡灰黄色砂質土 （Fe） 〈17層〉 暗黄灰色砂質土～青
Fシルト質土
（Fe）
〈7層〉 （Fe、　Mn黄灰色～灰褐色～灰
F粘質土 〈18層〉 青灰色粘土
〈8a層〉灰褐色砂～灰黄色粘
ｿ土
（Fe多） 〈19層〉 暗褐～黒褐色砂質土 （Fe、　Mn多）
〈8b層〉 （砂質強い、Fe多） 〈20層〉 黒色粘土 （Fe）淡黄灰色～灰褐色砂
ｿ土 〈21層〉 淡黒灰褐色～黒灰色
ｿ土～黒色粘土
（Fe、木炭多）
〈9層〉 淡黄色砂質土
〈10層〉 淡黄灰色～黄灰色～
ﾃ灰黄色粘質土
（Fe多） 〈22a層〉暗茶灰色粘土～黒灰
F粘質土
（Fe、青灰色粘土ブロッ
N多）
〈11層〉 明黄灰色～灰褐色～
ﾂ灰色粘質土
（Fe多） 〈22b層〉暗青灰色砂質土
〈23a層〉暗灰褐色粘質土 （木質・木炭粒）〈12層〉 青灰色～暗灰褐色砂
ｿ土
（Fe）
〈23b層〉暗灰色砂質～粘質土 （木質・木炭粒多）
〈13層〉 淡灰色～にぶい暗褐
F砂土
（Fe多、やや粘） 〈23c層〉黄褐色～暗褐色砂質
y～青灰色粘質土
（Fe、灰褐色砂質ブロッ
N、大粒の木炭多）
する。上面高は3．25～3．3mである。
〈9層〉　　かなり砂質を帯びた淡黄色砂質土である。鉄分とマンガンがわずかに沈着してい
る。水田畦畔と東西方向の大溝を検出した。上面の高さは3．1～3．2mである。南北方向の傾斜
がわずかに残る。
〈10層〉　　淡黄灰色～黄灰色～暗灰黄色粘質土で構成され、一部はグライ化して青灰色を呈
している。鉄分が顕著である。マンガンは少ない。しまりがよく、粘質が強い。調査区南半で
は古代の大溝によりその多くを削られ、ほとんど残存しない。上面の高さは2．9～3．2mで、北
から南に傾斜する。
〈日層〉　　明黄灰色～灰褐色～青灰色粘質土である。鉄分が多く、マンガンが少ない。細
砂～粗砂を含む。上面の高さは2．75～3．1mで北から南に傾斜する。
〈12層〉　　青灰色～暗灰褐色砂質土である。細～粗砂を含む。鉄分を含み、マンガンは少な
い。上面高は2．7～3．Omで北から南に傾斜する。調査区北側中央寄りから堆積が始まる。
〈13層〉　　淡灰色～にぶい暗褐色砂質土である。鉄分を多く含み、マンガンは少ない。やや
粘質がある。調査区北側（AV－9ライン）付近から堆積が始まる。調査区中央付近では旧地
形のたわみ状の窪みを埋めるように厚く堆積する。上面の高さは2．65～3．Ornである。
〈14層〉　　黄褐色～暗黄灰色～淡黒褐色砂質土である。鉄分とマンガンを含み、灰白色粘質
土ブロックを含む。上面の高さは2．4～2．7mである。調査区中央北寄りから堆積が始まる。旧
地形の影響を受けて調査区中央付近でもっとも低くなる。
〈15層〉　　土質により、上下2層に細分する。
　　　〈15a層〉　　淡黒灰色粘質土である。鉄分、マンガンは少量、粗砂を多く含む。調査区
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中央北寄りから堆積が始まる。上面の高さは2．2～2．7mである。旧地形の影響を受けて調査区
中央付近でもっとも低くなる。
　　〈15b層〉　　暗黒灰色粗細砂である。炭・焼土をわずかに含む。黒灰色粘質土小ブロッ
クをわずかに含む。調査区中央部付近にのみ堆積する。上面の高さは2．2～2．4mである。
〈16層〉　　暗灰黄色粘質土である。鉄分を含む。細～粗砂を含む。調査区の南半のみに認め
られる。上面の高さは2．5mである。旧地形の影響を受け南から北に緩く傾斜する。
〈17層〉　　暗黄灰色砂質土～青灰色シルト質土である。鉄分を含み、黒色粘土ブロックが入
る。上面の高さは2．3～2．4mである。調査区の南半のみに認められる。旧地形の影響を受け、
南から北に緩く傾斜する。
〈18層〉　　青灰色粘土である。黒灰色粘土がブロック状に混じる。上面の高さは2．0～2．3m
である。調査区の南半のみに認められる。旧地形の影響を受け、上面のレベルは一定しない。
ぐ9層〉　　暗褐色～黒褐色砂質土であり、津島岡大遺跡では「黒色土」と呼称している鍵層
である。調査区中央北寄りにのみ確認されている。鉄分を含み、マンガンの沈着が著しい。
細～粗砂を多く含む。北から南に緩く傾斜し、AW－0ライン付近で傾斜変換点をもって急激
に下がる。上面の高さは2．3～2．9mである。
〈20層〉　　黒色粘土であり、調査区南半にのみ確認された。19層と対応する「黒色土」と考
えられる。鉄分を含み、灰白色砂質土ブロックを含む。上面の高さは1．9～2．Omである。
〈21層〉　　淡黒灰褐色～黒灰色粘質土～黒色粘土で粘質強い。鉄分を含み、木炭を多く含
む。灰白色細砂質土・黄褐色粘質土プロヅクを含む。調査区中央北寄りから堆積し始める。北
側の微高地からいったん落ちたあと平坦に堆積するが、南側ではまた旧地形のたわみにあわせ
て堆積する。上面の高さは1．8～2．4mである。
〈22層〉　　土質から上下2層に細分する。
　　〈22a層〉　　暗茶灰色粘土～黒灰色粘質土である。鉄分を含み、青灰色粘土ブロックを
多く含む。AW－0ライン以南に堆積する。上面の高さは1．6～2．6mである。
　　〈22b層〉　　暗青灰色砂質土である。砂質が強く、粘性に乏しい。調査区南半にのみ堆
積する。上面の高さは1．5～1．6mである。
〈23層〉　　土質から3層に細分する。
　　〈23a層〉　　暗灰褐色粘質土で粒子は細かい。木質・木炭粒を含む。調査区南半にのみ
堆積する。上面の高さは1．4～1．6mである。
　　〈23b層〉　　暗灰色砂質～粘質土で、粘性は強い。木質・木炭粒を多く含む。調査区南
半にのみ堆積する。上面の高さは1．2mである。
　　〈23c層〉　　黄褐色～暗褐色砂質土～青灰色粘質土で、微～粗砂を多く含む。鉄分を含
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み、灰褐色砂質土プロヅクと大粒の木炭を多く含む。AV－9、　AW－2ライン付近で傾斜変
換線をもち、北から南に大きく下がる。上面の高さは1．1～3．05mである。
b　地形
前項で概説した層序のあり方を基礎に、本調査区における地形の変遷を概略する。
縄文時代後期以前　　縄文時代後期以前は、調査区北半に微高地が広がり、調査区南半には河
道が走っていた（23c層）。この調査区南側の河道によって微高地は浸食され、小段丘状の地形
を呈している。
縄文時代後期～晩期　　縄文時代後期になると、調査区南半の河道は堆積作用により徐々に埋
没していく。この河道埋没段階になって津島一帯に人間活動の痕跡が残され始める。
弥生時代早期～弥生時代前期（20～14層）　　弥生時代早期には南半では縄文時代の河道はほ
ぼ埋没し、浅い窪み状の地形を呈する。北半の微高地部分では黒色土が堆積していない。弥生
時代早期には溝が、前期には地形の傾斜にあわせた水田が作られるようになる。前期には南半
の河道は埋没するが、調査区中央では窪み状の地形を残している。
弥生時代中期～古墳時代前半期（13～11層）　　この段階には北から南に緩やかな傾斜は残
り、地形にあわせた水田畦畔を作っているが、旧地形の凹凸はほぼ解消されている。
古墳時代後半期～古代（10～8層）　　古墳時代後半期には正方位の畦畔が作られ、耕地の再
編成がなされるようになるが、北から南に緩やかな傾斜を残す。古代には地形の傾斜を克服
し、ほぼ水平な面を形成している。この段階には条里の坪境にあたると思われる大溝が掘削さ
れ、この大溝の走行にあわせて水田畦畔がつくられる。
中世以降（7～1層）　　中世以降、連続して耕地として利用される。古代の大溝を踏襲して
東西方向の溝が掘削され続けており、近代に至るまで古代の土地区画の影響…を受けている。近
代に入って陸軍の駐屯地営造のため0．8～1m近く造成される。この造成によってそれまでの
景観は一変する。
3．縄文時代の遺構・遺物
a．23層検出の遺構と遺物
　23層では縄文時代後期の遺構を多数検出した。検出した遺構の内訳は、溝1条・貯蔵穴10
基・焼土土坑2基・土坑3基・ピット3基である。
　縄文後期における地形は、南側において23c層を基盤層としている。調査区内を東西に河道
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　　　　　　　　　図6　縄文時代遺構面における第6次調査地点との関係
が横断しており、調査区南半の範囲のほとんどを占めている。したがって、地形は谷への斜面
と微高地状の緩斜面で構成されている。北側の平坦面から河川におちていく途中には、やや平
坦なテラスを形成する部分がある。河床はゆるやかに起伏をもつ。
　調査区の南側には貯蔵穴が密集している。検出面は23層の上層と中層の2面である。谷から
川底への変換点で、ややよどみが形成されると思われる地点に位置している。切り合い関係を
有するものはない。貯蔵穴のうち、1基で底面にアンペラの残存が確認された。規模は上面の
最大径で1．55m～1rn弱であり、全体的に大形である。形態は、円形あるいは不整円形であ
る。いずれも底面は灰色砂層に到達しており、現在の環境下で湧水が認められた。
　堅果類が貯蔵された状態のものはなく、いずれも使い尽くされた状態であった。しかし、堆
積状況から2～3回の複数使用の痕跡や使用後開放状態で放置されたことを示す例が多く認め
られる。
aL 3．Om－a
1．暗褐色砂質土
0　　　　　　　　　　　　　　　　1m 　　　　　　　0
図7　溝1断面図、出土遺物（縮尺1／3）
10cm
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　遺物は、土器・石器が少量ふくまれるものと、全く含まれないものとがある。時期はほぼ縄
文時代後期前半におさまるものと考える。
　この他、河床近辺の調査区南東では焼土土坑や土坑もみられる。北側の斜面には溝1が東西
に走り、大形の焼土土坑とピヅトが近接する。河道への落ち際のテラスには、わずかに土坑1
基のみが位置するだけである。
　　第6次調査との関係
　第6次調査との関係であるが、ともに調査区内に河道が東西に連続する（図6）。斜面の上の
北側では、微高地がみられるが遺構等は検出されていない。今回検出した溝1は、西側の6次
調査では検出されていない。貯蔵穴は、両調査合わせて21基検出されており、河床のたわみか
ら傾斜をもって微高地にあがる傾斜変換点までの間に立地している。6次調査において、貯蔵
穴の西側に見られたピット群は今回の調査では検出されておらず、その機能は検討を要する。
　　溝
溝1（図5、7、図版10－1・21）　　調査区の北東、河川へおちる緩斜面に位置し、東西方
向に走る。現状では、調査区の西側方向へは続かず中央付近でとぎれる。焼土土坑2をきって
構築している。付近にはピット群が位置する。溝は断面が台形で、底はやや平坦であるが、わ
ずかに起伏をもつ。覆土は1層であり、暗褐色の砂質層が堆積している。規模は、現状で最大
幅約1．4m、深さ約25cmである。
　溝内からは、縄文後期の福田K2式に後続する土器の口縁部片が出土している（図7）。溝の
時期は、ほぼこの土器の時期に相当するだろう。
　　貯蔵穴
SPO1（図8、図版11－1・2）　　調査区の南西、河床への落ち際に位置する。標高1．74m、
23a層上面で検出した。本来の掘削面に近いレベルである。
　平面形は、上面では径1．36mのほぼ円形、底面では径65～75cmの楕円状を呈する。深さは約
80cmを測る。掘りかたは、南半では上面から15～20cmのあたりまではやや緩やかな傾斜だが、
その後急峻な角度で落ち込み肩部を形成する。北半部は上面からすぐにオーバーハングして底
部に至る。底面は平坦ではなく、凹凸をもちながら中央部がくぼむ形態を示し、標高0．96mの
高さに位置する。掘削面は淡青緑灰色粘土層であるが、掘りかた下半からは灰色系の砂層に
なっており、底面からは湧水が顕著に認められた。
　埋土は13層に分層しているが、大きくは8群にまとめられる。1群（1・2層）は、粘土ブ
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1．緑黒色粘土（緑灰色粘土プロツク、不均質）
2．淡緑黒色粘土（黒灰色粘土プロツク）
3．灰緑色粘質土
4．緑灰色粘土（黒灰色粘土ブロック）
5．明緑灰色粘土
6．暗緑灰色粘質土（炭化物）
7．明緑灰色粘質土
8．緑灰色粘質土《明緑灰色粘土粒）
9．明緑灰色粘土
10．緑灰色粘土
11．褐緑灰色シルト質土
12．褐緑灰色シルト質土＋明緑灰色粘土
13．明緑灰色粘土（有機物・堅果類）
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2．　〃　　　〃　（青緑色粘土ブロック多）
3．　〃　　　〃　　（炭化粒・堅果類・木片）
4。淡緑灰色粘土
5．暗緑灰色粘土
6．暗褐色粘土（堅果類少）
7．　〃　　〃　（堅果類・木質多）
8．黄褐色土（細砂粒多・堅果類多）
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図8　SPO1・02平・断面図、　SPO2出土遺物（縮尺1／3）
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ロックを含む緑黒色系の粘土層で最後の流入土と言える。H群（3層）は均質でやや砂質を帯
びる層で、皿群（4～6層）は緑灰色系の粘土層である。W群（7層）は、明るい色調で砂質
を帯びる層で皿群に類似する。V群（8・9・10層）は緑灰色系の粘土層である。上半にあた
る8層ではやや砂質を帯びて粘土粒を含むが、下半の9・10層は粘性が強い。9層はやや明る
い色調を呈する。V［群（11層）は有機質を多く含むため褐色を帯びる点が特徴で、上下層と明
瞭に区別できる。堅果類の貯蔵に関連して堆積した土層と考えられる。W群（12層）は下層の
13層と上層の11層が混在する状態である。W群（13層）は全体的には均質な層であるが、堅果
類を含み使用時の堆積土とみなされる。
　1～V群は流入土と考えられるが、その内容をみると、粘性の強い1・皿・V群が、砂質を
帯びるH・W群をそれぞれ間層にして、繰り返し堆積していることが分かる。1群とW群を境
に、埋没段階に3回の単位が想定される。一方、～1群・測群は使用に関わる堆積土の可能性が
高い。間層のW群の存在を考慮すると、2回の使用を想定することができよう。
　出土遺物は土器小片がある。本遺構の時期は、後期前半におさまるものと思われる。
SPO2（図8、図版11－3・4、21）　　調査区南側中央付近で、河床のたわみ部分に位置す
る。標高1．2～1．3m、23b層上面で検出した。上部の一部を23a層が覆っている。本来の掘削
面に近いレベルであろう。
　形状は上面で径1．15～1．25m、底面では径0．8mのほぼ円形を呈する。深さは約0．45mを測
る。掘りかたは、上面から約20cmまではやや緩やかであるが、その後、底部まで急峻な角度で
落ち込むため肩部が形成されている。肩部以下のラインは西側を中心にオーバーハングする。
底面は標高0．7m前後に位置し、平坦ではなく東寄りにくぼむ形態をなす。掘削面は、淡青緑灰
色粘土層であるが、掘りかた下半からは灰色系の砂層になり、底面からの湧水が顕著に認めら
れた。
　埋土は8層に分層しているが、大きくは4群にまとめられる。1群（1・2層）は粘土粒を
含む粘質土層で最後の流入土である。2層は粘土ブロックを多量に含んでおり、壁の崩落土の
可能性が高い。∬群（3層）は、土層の色調や粘性は1群と共通するが、堅果類や炭化粒、木
質を含む点で区別できる。使用に関わる埋土の可能性が考えられる。皿群（4・5層）は、緑
灰色系の粘土層で非常に薄い堆積をみせる。均質で包含物もなく、間層的な堆積である。W群
（6～8層）は褐色を帯びる土層である。6・7層は少量の堅果類・木質を含む。8層は6・
7層と比べ粘性は弱く、細砂粒を多量に含む砂質の強い土層となっている。堅果類を比較的多
く含む点も特徴である。貯蔵に関わる堆積層である。
　以上の状況から、皿群の間層を挟んで、少なくとも2回の使用が考えられる。1群が最後の
流入土で、n群は使用に関わる埋土、皿群は間層（穴の開放？）、　W群は使用直後の埋土あるい
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1．緑灰色シルト質土
　（黒色粘土ブロック多、不均質）
2。明緑灰色シルト質土（黒色粘土ブロック少）
3。緑灰色細砂混シルト質土
　（黒色粘土プロツク、灰緑色粘土粒）
4．緑灰色砂質土（炭多）
5．明緑灰色シルト質土（明灰緑色粘土ブロック多）
6．暗緑灰色シルト質土
7，明緑灰色粘土
8．緑灰色シルト質土（木葉等有機物）
9。暗緑灰色シルト質粘土（木葉多：層状）
10．緑灰色シルト質土（明緑灰色ブロック多）
11．明緑灰色シルト質粘土
12．暗緑灰褐色シルト質粘土（有機物多、軟質）
13．緑灰色シルト質粘土＋明緑灰色粘土
　　：互層（有機物）
14．明緑灰色粘土（大ブロツク塊）
15．暗オリーブ灰色粘土
16．暗灰色細砂
17．暗緑灰色細砂（堅果類、軟質）
SPO3平・断面図、出土遺物（縮尺1／3）
は使用時の埋土、という可能性を考えさせる様相である。
　遺物は、小型の浅鉢と深鉢の破片が数点出土している（図8）。いずれも後期前半におさまる
土・器群である。
SPO3（図9、図版11－5・6、21）　　調査区南側中央、河床への落ち際に位置する。標高
1．7～1．5m、23a層上面で検出したが、東部上方は側溝によって一部破壊される。
　形状は上面で径約1．4mの円形、底部で径0．85m×0．95mの南北に長軸をもつ楕円形を呈す
る。深さは約0．55～0．6mである。掘りかたは上面から約15cm下がった位置で肩部を持ち、以下
はオーバーハング気味に外側に膨れながら底部に至る。そのため、底面中央部は比較的平坦で
あるが、下半部から底面周縁部にかけては丸みをもつカーブを見せる。底面は標高約0．95mに
位置する。掘削面は淡青緑灰色粘土層であるが、掘りかた下半からは灰色系の砂層になり、底
面からは湧水が認められた。
　埋土は17層に分層しているが、大きくは次のように3群にまとめられる。
　1群（1～4層）：最終掘削に伴う堆積層で流入土と考えられる。やや粘性が弱く、粘土あ
るいは砂をブロック状に含む土層群である。1・2層は黒色粘土ブロックの包含を特徴とし、
3・4層はそれに加えて細砂が混じり、4層ではかなり砂質を強める。4層下面には木葉の堆
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積が薄い層状に確認された。
　皿群（5～12層）と皿群（13～17層）の堆積構造は共通性が高く、以下の特徴を有する各土
層で構成される。
　　A層…堅果類を含む・軟質・未分解の植物層などの特徴から使用時の埋土と考えられる。
　　B層…均質な粘土層。流入土の可能性が考えられる。
　　C層…基盤層をブロック状に多量に含む層。崩落土的性格が推定される。
　　D層…互層構造の堆積層。流入土の可能性が高いが、包含物によっては人為的な場合も考
　　　　　えられる。
　1群：2回目の使用に関連する埋土と流入土・崩落土を含むと考えられる。
　5・10層は基盤土層のブロックである明灰緑色粘土プロヅクを多量に含み、崩落土とみられ
る（C層）。6・7層そして11層は色調に明暗の差はあるが、いずれも均質な粘土層である（B
層）。8・9層は多量の木葉を含む層であるが、特に9層は木葉が層状堆積を見せる（D層）。
また、8・9層上面には4層下面と同様に薄い木葉層の堆積がみられた。12層は有機質・植物
質を多量に含む軟質の土層で全体に褐色を帯びる。使用に関連する埋土と考えられる（A層）。
下層から順番にその性格を示すと、A層・B層・C層・D層・B層・C層となる。
　皿群：最初の使用段階から流入土・崩落土を含むと考えられる。
　13層は緑灰色シルト粘土と明緑灰色粘土が互層に堆積する（D層）。14層は5層・10層より
は粘質を強めるが、同様の基盤層のプロヅクを含む。かなり大形のブロックである（C層）。
15層は極めて均質な粘土層である（B層）。16・17層は暗灰色系の軟質細砂層である。特に17層
には堅果類が認められる（A層）。下層から堆積順に性格を示すと、A層・B層・C層・D層と
なる。
　このように、H群と田群はA・B・C・Dの繰り返しを示しており、ごく近い環境下で、使
用後、開放状態で埋まりながらも連続的に使用されたことが想定される。最後の使用段階にあ
たる1群は2回目の使用後ほとんど埋まった後に再掘削されたものであり、1、2回目の使用
に見られるほどの連続性は認め難い。使用上の中断があったことも予想される。使用後はかな
り急速に埋没したようである。また、∬群と皿群のD層に対応する9層、13層には、9層が木
質の互層であるのに対して13層は粘土の互層であるなどの差が存在する。水量差などの自然環
境に起因する違いであろう。
　遺構内からは、深鉢口縁部破片等が数点出土している（図9）。いずれも後期前半におさまる
土器群である。
SPO4（図15、図版11－7・8）　　SPO3に近接し、河床への落ち際に位置する。標高1．5～1．6
m、23a層上面で検出した。
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1．6m
｝
1．6m
0　　　　　　　　　　　　　　1m
0　　　　　　　　　　　　　　　1m
SPO41．暗灰色粘土（緑灰色粘土プロツク少）
2．灰色シルト質粘土（炭多、砂混）
3．明緑灰色粘土
4．灰（褐）色粘土（植物質多）
5．暗灰褐色粘土（植物質多）
6．暗灰褐色シルト質粘土（植物質、堅果類）
10cm
SPO51．黒灰褐色粘質土
　（暗灰色粘質土ブロック、不均質）
2．灰褐色粘質土
　（暗灰色粘質土ブロック大・多、不均質）
3．淡灰褐色粘質土
　（暗灰色粘質土プロツク小、不均質）
4．明青灰色粘質土（暗灰色粘質土プロツク）
5．暗青灰色粘質土（炭僅少）
6．暗青灰色粘質土（暗灰色粘土粒多、炭僅少）
7．淡黒灰褐色粘質土（暗灰色粘土粒多、不均質）
8．黒灰褐色粘質土（炭多・大）
9．淡黒灰褐色粘質土（木質多、炭、軟質）
10．黒灰褐色粘質土（木質多、堅果類、軟質）
11．暗灰褐色粘質土（木質多、軟質）
12．暗灰褐色粘質土
　（木質多、地山ブロック多、軟質）
図10　SPO4・05平・断面図、　SPO5出土遺物（縮尺1／3）
平面形は、上面で径1．55×1．3mを測る楕円形で東西に長軸を有す。底部は径0．65m×0．9m
の東西に長軸をもつ不整楕円形を呈す。掘りかたは、上面から約20cm下がった位置に若干肩部
を持ち、それより下位では、やや傾斜角度を強めて直線的に底部に至る。底面は平坦ではなく
緩やかな丸みをもつ。深さは約0．45mで、底面は標高約1．05mに位置する。灰色系の砂層に達
し湧水が認められる。また、20cm角程度の角礫2個が4層上面にあたるレベルで出土した。
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　埋土は薄い堆積をみせる3層を挟んで、上下で様相が異なる。
　1・2層は粘土ブロックや砂が混入する粘土層である。3層は明るい色調の粘土層で上下層
と明瞭に区別できる。4～6層は植物質を多く含む褐色を帯びる層で、最下層の6層には少量
だが堅果類が残る。以上の状況から、4～6層は使用段階に関連する埋土で、1～3層は流入
土と考えられるが、1～3層の厚さが比較的薄いことから、廃棄直後には4層で上面まで埋め
られた状態が予想される。とすると4層上にのる角礫も何らかの意味を持つ可能性がある。
　遺構内からは、深鉢口縁部破片等が数点出土している（図10）。いずれも後期前半におさまる
土器群である。
SPO5（図10、図版12－1・2、21）　　調査区の南東隅、　SPO8とSPO9に近接し、河床のたわみ
付近に位置する。標高1．45～1．5m、23a層上面で検出された。
　平面形は、上面で径1．3～1．1m、底面で径0．85m～0．7mを測る東西に長い楕円形を呈す。掘
りかたは、上面から約20cmのあたりで肩部を持つ。標高約0．95mに位置する底面は平坦ではな
く、中央部がややすり鉢状にくぼむ。深さは約0．5mである。掘削面は淡青緑灰色粘土層である
が、掘りかた下半からは灰色系の砂層になり底面から湧水が認められた。
　埋土は12層に分層しているが、大きくは2群にまとめられ、それぞれの中で、さらにまとま
りを見せる。
　1群（1～7層）は暗灰色の粘土ブロックあるいは粘土粒を含む土層群で流入土と考えられ
る。それらはさらに2群に細分される。1－1群（1～4層）は暗灰色の粘質土ブロックを含
み、均質さを欠く土層で、各層はブロックの包含率の差で細分される。4層はそれ自体が大型
のプロヅク状を呈す。1－2群（5～7層）は粘土粒を含む土層である。下半の6・7層では
1－1群と同様に粒状の暗灰色粘土が多量に含まれる。
　1群（8～12層）は多量の木質を含む土層群で使用に関わる土層とみられる。n－1群
（8～10層）は、黒灰褐色系の粘質土である。薄い堆積の8層は、大形の炭化物を多量に含む
点で他の層と区別される。9・10層は微細砂や地山ブロックを含み、軟質である点が特徴であ
る。それらの包含率の違いと10層に堅果類が含まれる点で分層しているが、基本的には共通し
た性格が予想される。∬－2群（11・12層）は、暗灰褐色系の粘質土層である。H－1群と同
様に多量の木質と、微細砂・地山ブロックを含んで軟質を示す。11、12層はその包含物の量的
な差によって区別できる。∬－1群とn－2群の関係には、前者が後者を切るような状態を看
取することができる。
　以上の状況から、H群において少なくとも2回の連続的な使用が想定される。8層はそうし
た使用直後の堆積層とみられる。
　出土遺物は土器小片である。本遺構の時期は、後期前半におさまるものと思われる。
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図11　SPO6・07平・断面図
　　　SPO6　　　1．黒灰褐色粘質土
　　　　（青灰色粘質土粒少）
　　　2．黒灰褐色粘質土
　　　　（青灰色粘質土粒）
　　　3．暗黒灰色粘質土
　　　　（青灰色粘質土粒少、軟質）
　　4。青灰色粘質土
　　　　（暗黒灰色粘質土ブロック）
　　5．淡黒灰色粘質土
　　　　（青灰色粘質土ブロック）
　　6．暗黒灰褐色粘質土
　　　　（木質多、堅果類多、軟質）
　　7．淡黒灰褐色粘質土
　　　　（木質多、暗青灰色粘土ブロック多）
　　　SPO7　　　1．黒灰色粘質土
　　　2．淡黒灰色粘質土
　　　　　＋青灰色粘質土（多）
1．6m　3．黒灰色粘質土
　　　　（青灰色粘土粒少）
　Z　　4．黒灰褐色粘質土
　　　　（青灰色粘土粒少、木質多）
　　　5．暗黒灰褐色粘質土
　　　　（木質少、軟質）
　　　6．暗黒灰褐色粘質土
　　　　（木質少、炭、軟質）
　　　7．黒褐色粘質土
　　　　（炭少、堅果類少、軟質）
　　　8．青灰色粘質土
　　　　（黒灰色粘質土ブロック多）
　　　9．灰褐色砂質土
　　　　（堅果類、炭、軟質）
SPO6（図11、図版12－3～5）　　調査区の南側、　SPO3・04・07に近接し、河床のたわみ付近
に位置する。標高1．35～1．45mで検出された。23a層上面である。
　平面形は、上面で1．35×1．25mを測る北東一南西に長軸をもつ楕円形である。底面形は径
0．8m×0．9mの北東一南西方向に長い不整楕円形を呈す。掘りかたは、上面から15cm前後のあ
たりまでは緩やかな傾斜で、その後一部でオーバーハングしながら急峻な角度で掘り込まれ平
坦な底面に至る。深さは約0．45mである。底面は標高0．95m前後に位置し、灰色系の砂層に達
して湧水が認められた。
　埋土は7層に分層しているが、大きくは3群にまとめられる。
　1群（1～3層）は流入土と考えられる土層群で、黒灰色系の粘質土に青灰色粘土粒を含
む。1・2層の細分はその包含率の差である。3層はやや色調が暗く軟質である点が異なる。
　n群（4・5層）は壁などの崩落土の可能性が考えられる堆積層である。青灰色あるいは暗
灰色系の粘土粒やブロックが多量に包含されている。
　皿群（6・7層）は使用段階の堆積土と考えられる褐色を帯びる土層である。未分解の木質
あるいは植物質の堆積層とみられ、発掘直後は明黄灰色を呈しているが、空気に触れると酸化
し黒色化する。6層は軟質で堅果i類が多量に含まれ、上面には木葉が薄い層状をなして堆積す
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る。7層には堅果類は認めらなかったが、6層堆積以前の使用に関わる可能性がある。
　1皿群の状況からは使用が2回以上であった可能性が、1群・H群の状態からは貯蔵穴の上部
が開放状態で放置され自然流入土で埋没するという経過が考えられる。
　出土遺物は土器小片のみである。本遺構の時期は、後期前半におさまるものと思われる。
SPO7（図11、図版12－3～5）　　SPO6の南東部に接し、標高1．45～1．55mで検出された。検
出面は23a層上面である。
　平面形は、上面で1．2×1．05mを、底面で径0．8m×0．85mを測り、ほぼ東西方向に長軸をも
つ不整円形を呈す。掘りかたは、上面から約10～20cmに若干肩部が認められる部分もあるが、
全体的には比較的急峻な角度で底部に至りオーバーハングなども認められない。深さは約0．4
m、底面はほぼ平坦で標高1．lm前後に位置する。灰色系の砂層に達し底面からは湧水が認め
られた。
　埋土は9層に分層しているが、5群にまとめられる。
　1群（1～3層）は黒灰色系の粘質土を基本とする。2層は同粘質土と青灰色粘土がブロッ
ク状にほぼ同量含まれており、崩落土の可能性が考えられる。n群（4層）は木質を多量に含
む点が特徴である。皿群（5～7層）は黒褐色系の軟質の粘質土を基調とする。5層から7層
に向けて色調は暗くなるが変化は漸移的である。W群（8層）は明るい青灰色粘質土で黒灰色
粘質土ブロックを多量に含む。2層に類似する土層で、やはり崩落土の可能性を予想させる。
V群（9層）は他の埋土とは全く異なり、比較的明るい灰褐色の砂質土層で堅果類がかなり多
く残されていた。
　以上の状況から、V群（9層）は確実に使用段階の埋土であり、その直上のW群（8層）の
状況が崩落土的であることから、使用後、一時的に開放状態であったことが予想される。皿
群・皿群は、7層に堅果類が少量確認されることや、4層に木質が際立って多いことなどから
使用に関係する土層である可能性もあるがやや確実性に欠ける。1群は崩落土、最終段階の流
入土であろう。
　出土遺物は土器小片である。本遺構の時期は、後期前半におさまるものと思われる。
SPO8（図12、図版12－6～8）　　調査区の南壁際にあたり、調査区内では北側の約1／2が検
出された。検出レベルは標高1．45～1．5mであったが、南壁断面で本来の掘削面が標高1．6～
1．65mにあることが確認された。23a層上面にあたる。
　残存規模は上面で東西0．95m程度であり、平面形を推定すると径約1．15mの不整円形あるい
は不整楕円形が予想される。また、底面形も径約0．9mの不整円形となろう。掘りかたは、上面
から約10～15cmまでは緩やかにすぼまった後、多くの部分でオーバーノ・ングしながら底部に至
る。底面付近の標高1．1m前後にはアンペラが数枚重なった状態で残存する。10～20cm角の断
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塗震アンペラ SPO8
　1．7m
　　　　　　　　　　　　　　1．2m
　　，多劣．
　　　0　　　　　　　　　　　　　　　1m
1．淡緑灰色粘質土
　（緑灰色砂・黒灰色粘質土プロツク）
2．緑灰色粘質土（細砂、黒灰色粘質土少）
3．緑灰色粘質土（細砂多）
4．青緑灰色粘質土（有機物・炭・細砂）
5．暗青緑灰色粘質土
　（有機物、白色細砂・黒色粘土ブロック）
6．黒灰色粘質土（堅果類・炭）
0　　　　　　　　　　　　　　10cm
　　　　図12
SPO9
　1．5m
十
多“伽
　　0　　　　　　　　　　　　　　　1m
1．暗青灰色砂質粘土
2．暗青灰色砂質粘土（炭大）
3．青灰色粘土（青緑色粘土粒多）
4．暗青灰色砂質土（木質多）
5．暗灰褐色粘土（炭大）
6．暗灰色砂質土（木質多）
7．暗青灰色粘土
　（青灰色粘土ブロック多、堅果類少）
8．暗灰褐色粘質土
　（青灰色粘土粒、木質・堅果類多）
SPO8・09平・断面図、　SPO9出土遺物（縮尺1／3）
片であったが、その取り上げのため、出土レベル以下の底部を破壊することとなり、正確な底
面を確認することができなかった。こうした事情から、正確な数値は提示できないが、掘削上
面からの深さは約0．5～0．6mと考えられ、底面のレベルは標高1．1～1．05rn付近に位置するこ
とが推定される。やはり灰色系の砂層に達する。
　埋土は6層に分層しているが、3群にまとめられる。
　1群（1～3層）はやや明るめの緑灰色粘質土で細砂を多く含む。1群（4・5層）はやや
暗い緑灰色系の粘質土で、細砂を含むほか有機物の包含がみられる。皿群（6層）は黒灰色を
呈し、堅果類を含むなど他とは明瞭に区別できる。下面にアンペラが認められた。1・n群は
流入土、皿群が使用段階の埋土と考えられる。これも使用後開放されていた可能性がある。
　出土遺物はアンペラ以外では土器小片がある。アンペラは、小断片で残存状態はよくない。
本遺構の時期は、後期前半におさまるものと思われる。
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SPO9（図12、図版12－9・10、21）　　標高1．45～1．5mで検出された。23　a層上面である。
　平面形は、上面では1．2×1．05m、底面では径約0．9mを測る不整円形を呈す。掘りかたは、
上面から20cmあたりまで緩やかにすぼまり肩部を形成した後、垂直にあるいはオーバーハング
しながら底部に至る。南半部の壁が大きく扶れる。底面は中央部が緩やかにくぼむすり鉢状を
呈し、深さは最深部で約0．45m、標高約1mに位置する。灰色系の砂層に達し底面からは湧水
が認められた。
　埋土は8層に分層しているが、その性格から大きく2群にまとめた。
　1群（1～7層）は流入土あるいは崩落土と考えられる土層群である。その中で堆積状況か
ら3分される。1・2層は暗青灰色の粘質土で2層に炭が多く含まれ、色調が暗い程度の違い
で共通性は高い。最終段階の流入土である。3～6層は粘土層と砂質土層の互層構造をみせ
る。3層と5層が粘性の高い層、4層と6層が砂質に富み木質を多量に含む層である。下層に
向けて暗い色調となる。水量の変化などの自然環境に即した堆積が繰り返された状況が考えら
れる。7層は青灰色粘土ブロックを多量に含み崩落土の可能性が強い。堅果類は下半に含ま
れ、本来は8層に帰属するものと判断される。皿群（8層）は木質と堅果類が多く含まれる使
用段階の埋土である。
　8層上面において、壁際に厚く7層が堆積することから、使用直後に壁の崩落があったこと
が予想される。さらに、使用後埋め戻されず、開放状態であったことも考えられる。
　遺構内からは、深鉢体部破片等が数点出土している（図12）。後期前半におさまる土器群であ
ろう。
SP10（図13、図版13－1、21）　　調査区の東壁際で、調査区内では西側の1／2が検出され
た。検出レベルは標高約1．45mの面であったが、調査区東壁の断面では、本来の掘削面が1．7m
の高さにあることが確認された。23a層上面にあたる。
　残存規模は上面で南北約1．25mであり、平面形を断面から推定すると径約1．45mの円形が予
想される。また、底面形も径約0．9～0．95m程度の円形が想定される。掘りかたは、上面から
20cmあたりで肩を持つ部分もあるが多くの部分では凹凸を有しながら直線的に底部に至る。底
面も凹凸があり、現状では西部分がくぼむ形態を示す。掘削上面からの深さは約0．5～0．75m
で、底面は標高1．15～0．95m付近に位置する。やはり灰色系の砂層に達する。
　埋土は7層に分層できるが、土層の堆積状況から5～7層が堆積した後、新たな掘削に伴っ
て1～4層が堆積するという2回の掘削が予想される。3層と5層の間に非常に薄く堆積する
4層は、底面に沈殿するような粒子の細かい粘性に富んだ土層であり、2回目の掘削時の底部
にあたると判断される。1回目の掘削時の最下層にあたる7層には少量の堅果類が含まれ、堅
果類の貯蔵が行われたことを示す。しかし全体的な堆積は砂質土と粘質土の互層構造を示して
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灘、W・一＿＿当㎝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．暗青灰色土
　　　　　　　　　　　　　　　　　2．青灰色粘質土（青灰色粘土粒多）
　　　　　　　　　　　　　　　　　3．暗灰色砂質土（青灰色粘土プロツク）
　　　　　　　　　　　　　　　　　4．灰黒色粘土
　　　　　　　　　　　　　　　　　5．青灰色砂質土
　　　　　　　　　　　　　　　　　6．暗青灰色粘質土（炭・木質）
　　　　　　　　　　　　　　　　　7．暗灰色砂質土
0　　　　　　　　　　　1m　　　　　　　　（木質・堅果類少、青灰色粘土ブロック）
　　　　　　　図13　SP10平・断面図、出土遺物（縮尺1／3）
おり、いずれの層も流入土の性格が強いと考えられる。
　遺構内からは、深鉢の口縁部や体部破片が数点出土している（図13）。2の土器は福田K2式
の深鉢体部破片であり、遺構の時期もこの土器の時期にさかのぼる可能性がある。
　　焼土土坑
　今回の報告では遺構内に明確な火床面を持たない土坑であっても、焼土が出土した場合は焼
土土坑としている。
焼土土坑1（図14、図版10）　　焼土土坑1は、調査区の南東に位置し、河道の河床のたわみ
を形成している地点で検出した。遺構全体のプランは不明確であるが、焼土の範囲が楕円形で
あるので本来の遺構のプランも楕円形であった可能性がある。現存で遺構上面のプランの長軸
は、約2．5m、短軸は約0．9m、深さ約20cmである。
　覆土は6層に分かれ、焼土は下面で検出した。
　遺構内からは、深鉢の破片数点と石錘が1点出土した（図14）。土器は、すべて無文であり時
期を特定できないが、後期前半に相当するものである。遺構の時期も後期前半に位置づけられ
るだろう。
焼土土坑2（図15）　　焼土土坑2は、調査区の北東に位置し、溝1により切られている。遺
構のプランは不整円形であり、現存で遺構上面のプランの長軸は、約2．8m、短軸は約2．7m、
深さ約0．5mである。
　焼土は遺構の底面側にやや集積していた。覆土は6層に分かれ焼土は覆土中層付近に集中す
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　　　　　　　　図14　焼土土坑1平・断面図、出土遺物
、
1．暗褐色粘土（炭化物）
2．暗褐色粘質土（炭化物・焼土
3．暗褐色粘質土（被熱）
4．暗青灰色粘土（炭化物）
　懸翻焼土の範囲
　0　　　　　　　　　　　　　　　　1m
0　　　　　　　　　　　　　　　5cm
」』品品品三三葭∋（石器）
（1～3は縮尺1／3，4は2／3）
る。
　遺構内からは、時期を判定できる遺物が出土していないため時期を明確に特定できないが、
後期前半の溝1にきられているので、同じく後期前半頃に相当するものと考えられる。
　　土坑・ピット
土坑1　　調査区の南東、河床付近で貯蔵穴群の東端に位置する（図16）。
　プランは楕円形であり、現存でプランの長軸は、約1．2m、短軸は約1．Om、深さ約22cmであ
る。覆土は2層に分かれる。
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一1
焼土土坑2
1．淡黒褐色土砂質土
2．暗黄灰褐色砂質土（炭化物・焼土）
3．暗褐色質砂質土（炭化物・焼土）
4．暗黄褐色砂質土
5．暗茶褐色砂質土
6．明黄灰褐色砂質土
7．暗淡黒褐色土砂質土
8．暗淡黒褐色土砂質土（炭化物・焼土）
9．暗褐色砂質土（炭化物・焼土）
10．黄褐色砂質土
11．暗黄灰色砂質土
睡S焼土の範囲
　　　　2．7m
O 2m
図15　焼土土坑2平・断面図
土坑2　　調査区の南東、河床付近で貯蔵穴群の東端に、土坑1に隣…接して位置する（図16）。
プランは円形であり、半分残存する。現存でプランの長軸は、約1．Om、深さ約20c阻である。覆
土は1層である。
土坑3　　調査区の中央西側端に位置する。プランは楕円形であり、現存でプランの長軸は、
約1．6m、短軸は約1．3m、深さ約60cmである。覆土は3層に分かれる（図16）。
ピット1・ピット2　　調査区の北東付近の、河川へ落ちていく緩やかな谷部に位置する（図
16）。ピット1はピット2を切って構築している。両者ともにプランは円形である。覆土は1層
である。ピット1の規模は、現状で長軸・短軸約40cm、深さ約32cmであり、ピット2は、長
軸・短軸約30cm、深さ約32cmである。
ピット3　　調査区の北東付近の、河川へ落ちていく緩やかな谷部に位置する（図16）。
　ピット1はピヅト2を切って構築している。両者ともにプランは円形である。覆土は1層で
ある。
一31一
調査の成果
22m
卜一一I
l　　l
l　　l
l　　l
土坑1
1．暗青灰色粘土
2．暗青灰色粘土
土坑2
1．暗灰色砂質土
、　　　　、
ノ＼
ノ
　　3。Om
／土坑、　　／嬬
＼　一へll／
P1：1．暗灰色砂質土
P2：1．暗灰色砂質土
1・9m　2。暗灰色粘土
　　　　　　　　〃％
　　　　　　　　土坑3
幽，｛
1．青灰色粘土
3．暗灰色砂質粘土
P3
1。暗灰色砂質土
2。灰黒色砂質土
　、　＼“　　　ノ、、一ノ　1
P』・一・／・…一羊2
　　　　　　　　2。9m
土坑2
　　　　　　　　　　P3
0　　　　　　　　　　　　　　　1rn
図16　土坑1～3・ピット1～3平・断面図
b．縄文時代後期の包含層出土遺物
調査区南東付近遺物集中地点（図17、図版13－1～4）　　貯蔵穴の集中する調査区の南東隅
付近において、縄文時代後期の土器群が集中して出土した。包含層出土遺物ではあるが、顕著
なまとまりを形成していたため遺物集中地点として弁別して取り扱う。調査区南東隅にA～F
の方格グリヅトを設定した。基本的にグリヅドは南北約8m、東西約6mで設定しているが、
調査区外に出る場合はこの範囲を満たしていない。この遺物集中地点における包含層中の遺物
の取り上げは、この区割りにしたがっている。なお、特に遺物の集中がみられたC区とB区の
境界付近については、南北方向に断面図を作成し、遺物の層位的な出土状態を検討した（図
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17）。この上段の土器の分布図を、A－A’ラインにおいて作成した断面図に傭鰍したのが下
段の図である。この図のとおり傾斜があるため、断面図に傭鰍された土器のドットは、かなら
ずしも土器の帰属層位には入っていない。したがって土器の垂直分布の傾向を示すにすぎな
い。この断面図に見られるように、東側から西側にむかって傾斜がみとめられ、土器もこの傾
斜に沿って出土している。1番の土器（図18－1）は、中津式に比定できうる土器であり、23
b層から出土している。23a層を挟んで上層の22b層から出土したのが2～7の土器である。
これらの土器は、たとえば6番の土器のように津雲A式に比定されうるものから、2番の土器
のように後期第W群とされる後期中葉にまで下がる土器群と混在しているような出土状態を示
している。斜面堆積であるという状況からすれば、こうした出土状態は理解可能であろう。
　ただし、第W群土器を差し引いた残りの土器については、まとまった時期の可能性も高く、
今後の隣接地点の調査により22b層における遺構等の検出があれば一時期の土器群のまとまり
を検出する可能性が高い。
　このように、1番の中津式に比定できうるものと2～7までのそれ以外の資料については、
層位的に峻別が可能であるが、22b層出土である一群の土器は、現状では新相と古相が混然と
なっていることがわかる。このことから、本遺物集中地点は継続的な土器廃棄の結果形成され
たプロヅクを示すものと考える。
23b層検出縄文土器（図18－1～4、図版21、22）　　23b層では、後期初頭の土器群を少量
検出した。精製土器は少数で、無文の粗製土器がやや多く出土している。図18－1は磨り消し
縄文の中津式の鉢である。1本の沈線により区画されたなかに縄文を施している。底部は穿孔
の可能性がある。図18－2・3は福田K2式に比定できる土器である。1はやや古相を示し、
2は2本沈線の特徴からやや新相を示す。
23a層検出縄文土器（図18－5～26、図版21）　　23　a層では、縄文後期初頭の土器群を中心
に、小破片が多く出土した。
　口縁部片では、精製土器の深鉢は内湾するものが多く（図18－5、11他）、粗製土器は外反す
るものが多い（図18－20他）。文様は、磨り消しを伴い区画内に縄文があるもの（図18－11・
12）、沈線で区画文を形成するものがある（図18－14他）。縄文はRLが目立ち、粗製±器の外
面には貝殻による擦痕を残すものが多い。土器群は、福田K2式段階及びその直後の段階に相
当すると考える。
22b層検出縄文土器（図19～23、図版22、23）　22b層では、大型の破片を含め土器が多量出
土した。精製土器は、深鉢では内湾あるいは肥厚した口縁部に沈線による区画内に縄文を充填
したものが多い（図22－2・3他）。なかには、口縁部以下に櫛描き文をもつものがある（図
20－1）この土器は、縄手式に近い内容を持つ。盲孔をもつ突起もある（図22－1）。鉢では、
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全面にミガキを施した図19－1などがある。頸部に無文帯を有する半精製の鉢では、口縁部と
体部に縄文を有する（図22－10・13他）。粗製土器は、外面が無文か貝殻による擦痕を残すもの
が多く、口縁部の外反する鉢が主体である（図22－16～29他）。深鉢は、頸部に無文帯を有する
半精製の鉢では、口縁部と体部に縄文を有する（図20－2他）ものがある。土器群は、福田K
2直後型式（図22－1・2他）からいわゆる後期第W群式（図22－9・6・10他）までのもの
が含まれている。
22a層検出縄文土器（図24、図版23）　　22a層では小量の土器を検出した。精製土器は、津
雲A式以前の土器（図24－1・6・7）と無文の粗製土器が少量出土している。いずれも小片
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鰯彙ノ
　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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図24　22a層出土遺物（14は縮尺1／4，他は1／3）
である。
21・20層検出縄文土器（図25～27、図版23）　　21・20層については、層の識別が困難なため
一緒に取り上げたものがあり、それらを21・20層検出縄文土器としてまとめて扱うことにす
る。
　精製土器は、深鉢では内湾あるいは肥厚した口縁部が多く、沈線による区画内に縄文を充貨
したものが多い（図25－1～4他）。頸部に無文帯を有する半精製の鉢では、口縁端部内外面に
縄文を有するもの（図25－8）と内面のみにもつもの（図25－9・10）がある。外面全面に溝
の深い条痕文を有する鉢もある（図25－9）。体部に羽状縄文をもつもの（図25－11）もある。
粗製土器は、外面が無文か貝殻による擦痕を残すものが多く、口縁部の外反する鉢が主体であ
る（図25－17～19他）。図27－31は穿孔を有する土器片で、弥生時代前期の紡錘車の可能性もあ
る。土器群は、彦崎K1式以前が主体で、いわゆる後期第W群式が多く含まれている。なお、
新しい時期の土器の混入が認められ、弥生時代早期の突帯文土器（図27－27）や前期の土器が
i数点出土している（図26－25～28）。
縄文時代後期包含層出土の石器（図28、図版28）　　今回の調査では、包含層から出土した石
器は、極めて少数である。第6次調査においても縄文時代後期の石器の出土量は非常に少ない
ことが判明している。調査区内では、貯蔵穴等の屋外施設に関連する遺構しかなく、出土量の
僅少さは遺跡の機能に影響していることが理解できる。図28－1はサヌカイト製のスクレー
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図2721層（1～7）・20層（8～32）出土遺物（7・14・19・32は縮尺1／4，他は1／3）
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調査の成果
パーであり、剥片の側縁に2次加工をしている。図28－3は打製石鍬の破片である。ややもろ
い安山岩製である。刃部の摩滅した痕跡は見られない。図28－2は花嵩岩製の石錘である。楕
円形の原礫の一方を煎断し、先端部と切断部の両極に扶り状に剥離を行っている。図28－4は
花嵩岩製の叩き石である。やや平坦な側縁につぶれによる使用痕がのこる。図28－5はもろい
安山岩製の石棒状の石器である。加熱による割れが認められ、表面は風化している。
4．弥生時代～古墳時代の遺構・遺物
　弥生時代の遺構は、19層、18層、14層、13層、12層で、古墳時代の遺構は、11層下層、11層
上面、10層上面で検出した。
　弥生時代の遺構については、隣接する第6次調査では、17層上面（9次の14～18層に対
応）・16層上面（9次の14～16層に対応）で弥生早期から前期の溝を検出している。
　　弥生時代の遺構面での第6次調査との関係
　第6次調査と第9次調査の関係については、第6次調査が河道を主体的に調査したのに対し
て、今回は北側の微高地を含んでおり層の堆積状況の対応関係が難しい。そのため、両調査に
おいて検出できた遺構面も一致しない。したがって、今回の調査で検出した遺構と層位を総合
して、第6次調査との関係を図にしたのが図29である。前半の時期には、溝2・3・4・5・
6と水田畦畔がおそらく時間差をもちつつ位置し、後半の時期は、水田畦畔のみの時期であ
る。第6次調査との関係でいえば、調査区の北側・南側で両調査区の溝がうまく接合している
が、第9次調査区の中央を「へ」の字に横断する溝については、第6次調査との整合性がな
い。また、水田畦畔は第9次調査でのみ検出している。
a．19層検出の遺構と遺物
19層においては、溝を2基検出した。いずれも調査区の北側に位置し、調査区を東西に横断
している。2基は切り合い関係にあり、溝2の構築後に溝3を構築している（図30、図版14－
2）。
　　溝
溝2　　溝2は、溝3に切られているため残存状態は悪い。現存で約幅70cm、深さ10cmであ
る。覆土は1層で、暗褐色の砂質土である。出土遺物はほとんどない。包含層に含まれる遺物
の状況から、本遺構の時期は弥生時代前期におさまるであろう。
溝3　　溝3は、東西方向に調査区を横断している。現存で約幅90cm、深さ10cmである。覆土
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　　　（左：第6次調査，右：第9次調査）
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　　　　　　図29　弥生時代検出遺構1（19～12層）と第6次調査地点との対応関係
は2層からなり、ともに暗褐色を呈する砂質土である。出土遺物はほとんどない。包含層に含
まれる遺物の状況から、本遺構の時期は弥生時代前期と考えられる。
　19層検出の遺物
19層からは、土器と石器が少量出土した（図30、図版23）。
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図31　18層上面検出遺構平面図
る。すべて甕の破片である。口縁部がくの字に外反するものと直立するものがある。文様は、
口唇部に刻みをもつもの（5・6）と、口縁部下に沈線をもつもの（1～4）がある。底部
（7）は平底を呈する。8はサヌカイト製のスクレーパーである。剥片の先端部分に微小な剥
離iを加えたものである。
b．18層検出の遺構と遺物
　18層においては、溝3条を検出した（図31、32、図版14－1）。溝6はやや幅の広い溝で、調
査区中央部付近に「へ」の字状に屈折しつつ構築されている。調査区の南には、溝4と5が位
置している。長期間の使用を示すのか、数回の掘り返しにより数条が切り合うような状況を呈
一49一
調査の成果
a一
2。1m
b＿ 4
溝4
a
　2．2m5　－b’
溝i4
1．青灰色微砂質粘土（Fe少）
2．暗黄灰褐色砂質土
3．青灰色粘土（炭化物）
4．暗青灰色微砂質粘土
5．暗青灰色微砂質粘土
6．暗青灰色微砂質粘土
溝5
1．暗青灰色砂質粘土（炭化物）
2．暗青灰色砂質粘土（粗砂）
3，青灰色砂質粘土（炭化物）
4．暗青灰色質粘土（微砂）
5．暗青灰色砂質粘土
6．暗青灰色砂質粘土
C・・一
3．Om
－C
溝6
溝i6
1．暗黒灰色砂質土
0　　　　　　　　　　　　　　　1m
魍トコ2
∈乏…）。　　　　5．
　翻 ¶V
、．
解、．
、　電　　　｝エ
＼ ＝i誓 ／12
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
0　　　　　　　　　　　10cm
図32　18層上面検出溝（溝4～6）断面図、出土遺物
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している。いずれの遺構も、出土遺物から弥生時代前期におさまる。
　　溝
溝4　　溝4は、調査区の南東に位置し、北東方向に主軸をもつ。現存で最大幅約2m、深さ
約20cmである。覆土は6層に分かれる。溝内からは、土器が少量出土している。また、弥生時
代以前の土器の混入もある。
溝5　　溝5は、調査区の南東に位置し、北西方向に主軸をもつ。現存で最大幅約1．8m、深さ
約20cmである。覆土は6層に分かれる。遺物はほとんど出土していない。
溝6　　溝6は、調査区の中央部に位置する。
　現存で幅約2．2mであり深さ約20cmである。覆土は1層である。本溝からは、土器・石器が少
量出土している。
　　18層検出の遺物
　18層からは土器と石器が少量出土している（図32、図版23、24）。5は縄文後晩期の条痕を有
する深鉢口縁部片、6は、突帯文土器口縁部片である。2片とも混入だろう。7～9は弥生土
器である。いずれも甕であり、口縁部下に2条の沈線をもつもの（8・9）と多重に沈線をも
つもの（7）がある。すべて弥生時代前期のものである。
　石器は、打製の石鍬（4）がある。花闇岩製であり、刃部の摩滅は不明である。外面に原礫
面を残す。折損している。
c．14層検出の遺構と遺物
　14層では調査区の中央部付近において、水田畦畔を検出した（図33、図版14－2）。地形は緩
斜面を形成している。全体に畦畔の残存状態は悪く、わずかに状況がわかる程度である。
　　水田畦畔
　畦畔はほぼ傾斜に直交してやや軸を北西側に傾けている。傾斜に影響された結果であろう。
現存での畦畔の幅約40～70cm、残存高約3cmである。区画の大きさはばらつきが多く不明確で
ある。水田及び包含層から出土した遺物は極めて少量であるが、弥生時代前期の土器片が少量
確認できるので、畦畔の時期もほぼ弥生時代前期と考えてかまわないだろう。
d　13層検出の遺構と遺物（図34、図版15－1・2）
13層では、調査区の中央部と南端において水田畦畔を検出した。いずれも18層のように畦畔
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図33　14層上面検出遺構平面図
一52一
弥生時代～古墳時代の遺構・遺物
04－40 04－30 04－20 04－10
AV－8
AV－9
AW－0
AW－1
AW－2
O 10m
図34　13層上面検出遺構平面図
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の軸がやや北西側に傾く。地形はやや緩斜面を形成している箇所で古代の溝の影響を受けてい
ないところに残存している。
　　水田畦畔
　全体に畦畔の残存状態はやや悪い。現存での畦畔の幅約1m、残存高約3cmである。区画の
大きさはばらつきが多く不明確である。
　　13層検出の遺物
　13層からは、主体的な時期の土器と思われる弥生時代前期の土器（5・8～11）の他に、混
入である縄文時代後期（1～4）及び弥生時代早期（7）、さらに弥生時代中期（12）の土器片
少量が出土している（図35、図版24）。包含層から出土した遺物は多時期にわたっており、畦畔
の時期は弥生時代前期から弥生時代中期までの時間幅で考える必要がある。
e　12層検出の遺構と遺物
12層では、調査区の南端において水田畦畔を検出した（図36）。残存状況が悪い。
　　水田畦畔
　畦畔は13層畦畔の直上に位置し、軸も同様にやや北西側に傾く。全体に畦畔の残存状態はか
なり悪い。現存での畦畔の幅約80cm、残存高約3cmである。区画の大きさ等については不明確
である。
　12層検出の遺物
12層からは、石器が少量出土している（図37、図版28）。1はサヌカイト製の打製石包丁であ
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図36　12層上面検出遺構平面図
る。長方形の剥片に整形し、短側縁に扶りを入れている。長側縁には剥離を加え、刃部を形成
している。2は、サヌカイト製のスクレーパーである。三角形の剥片の側縁に細かい剥離を加
えている。3は花嵩岩製の石錘である。楕円形の礫の両端に数回の剥離を交互に加え扶りを形
成している。包含層から出土した遺物は、石器以外は極めて少量である。畦畔の時期は特定が
難しい。しかし、13層の畦畔との関係が想定でき、古墳時代の土器は皆無であることから、帰
属時期は弥生時代の範疇で考えることができる。
f　11層下層検出の遺構と遺物
11層下層では9条の溝とピット4基を検出した（図38、図版15－3～5）。
　　溝
　調査区の北西隅で9条の溝が切りあって検出された（図38）。これらの溝は調査時には11層
検出中に検出されたが、いずれも11層の下面から掘削されている（図38断面図）ので11層下層
検出の遺構として報告する。これらの溝はいずれも北東から南西に向かって掘削されている。
検出状況は図38平面合成図に示しているが、複雑に切り合っており、個々の溝の状況がわかり
にくいため、あえて図38一①～④では遺構の掘削順序を無視し、個々の溝が重複しないように
表現している。
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図38　11層下層溝群平・断面図
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図39　溝10出土遺物（縮尺1／4）
　溝の掘削は土層断面の観察から、まず溝7あるいは溝11が掘削され、その後は埋没した溝を
切りながら溝15にいたるまで掘削され続けていることがわかる。また溝10からは古墳時代前半
期の高杯と鉢（図39－1・2、図版24）が出土しているので、これらの溝が掘削されたのは古
墳時代前半期を中心とする時期に求められよう。この溝群が埋没し、11層が堆積した後に11層
上面から溝16が掘削される（図38断面図アミカケの溝）。
　これらの溝の掘りかたは残存している部分でみる限り、半円形、底面が極度に狭まる逆三角
形、底面幅の広い平坦なものがある。これらの溝はほぼ同じ位置に繰り返し掘削されるとはい
え、掘りかたの形状が異なり、溝幅に大きな差がみられることから、流量にも差があることが
想定され、その機能にも違いがあると思われる。
　第6次調査においても調査区の北側において弥生時代後期から古墳時代前半期の溝群を検出
している（図41）。溝の時期や位置、走行方向からみても矛盾なく連接するものと考えられる。
　　ピット
ピット4～7　　ピットは溝群のなかで4基検出した。これらのピヅトはいずれも直径30cm前
後のものであるが、底面のレベルは約2．6m、2．7m、2．9mとばらつきがある。埋土はいずれも
灰褐色砂質土で、鉄分を多く含み、暗灰褐色プロヅクが入り込む。
g．11層検出の遺構
　11層上面は標高2．75m～3．1mで、北から南に緩やかに下がる。11層上面で検出した遺構は
溝16、溝17、溝18、溝19、水田畦畔である（図40、図版15－6）。調査区の南半は古代の溝群に
よって掘削され、遺構は残存していなかった。時期は層位の関係と出土遺物から古墳時代前半
期に相当すると考えている。
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調査の成果
　　水田
　水田畦畔は小区画水田であるが、その形状はいずれもかなりいびつな不整形である。また、
水田1筆の面積もかなり違いがある。水田の幾つかには水口が認められる。水田畦畔は地形の
傾斜にあわせて構築している。畦畔の幅は0．3～0．6m、残存高は約2～3cmである。畦畔に
よって区画された水田はいずれも不整形であり、その面積も大きく異なっているが、いくつか
の水田が水口によって連接しており、これらの特徴は地形に合わせた水廻りを考慮して畦畔を
作ったことをうかがわせる。
　　溝
　溝は調査区北西角で1条、北東角で3条検出された。
溝16　溝16は調査区北西隅で検出した。その走行方向は北東から南西である。底面のレベル
から北東から南西に水が流れていたことがうかがえる。溝の幅は約1m、深さは約0．2mであ
る。11層下面では同一の方向に9条の溝が掘削されており、溝16もそれを踏襲して掘削された
ものと思われる。
溝17　溝17は調査区北東隅で検出した。その走行方向は南東から北西である。底面のレベル
から南東から北西に水が流れていたことがうかがえる。溝の幅は約0．6m、深さは約0．1mであ
る。
溝18　溝18は溝17と側溝に切られており、その正確な規模は定かではないが、その走行方向
は南東から北西である。その深さは約0．2～0．3mである。底面のレベルから南東から北西に水
が流れていたことがうかがえる。
溝19　溝19は溝18と側溝に切られており、その正確な規模は定かでない。また深さも構築の
際の上面を残していないため不明である。その走行方向は南東から北西であり、底面のレベル
から水もこの方向で流れていたことがうかがえる。
　　第6次調査との関係
　第6次調査との関係をみてみると、今回の調査区北西隅で検出した溝16は第6次調査の東北
東から南南西にむかって走る溝に連接することがわかる（図41）。
　水田畦畔は地形に制約され不統一であり、水田1筆ごとの面積も不統一で狭いものから広い
ものまで存在する点で共通している。また、溝の走行方向にあわせて畦畔を作り、水廻りを考
慮した畦畔を作っていると考えられる点も共通する。しかし、畦畔の幅や1筆の平均面積が大
きく異なるなど不整合な点もあり、この点は今後の調査の課題となろう。
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h．10層検出の遺構と遺物
　10層上面は標高2．9m～3．2mである。地形は北から南に緩やかに下がるが、ほぼ平らな面を
形成している。10層上面では水田畦畔と溝2条を検出した（図42・43、図版16－1）。この段階
ではそれまでの地形に制約された水田の区割りから正方位の区割りに転換する。出土遺物はい
ずれも古墳時代後半期のものである。
　　水田
　水田は正方位にあわせて畦畔を作り出している。畦畔の幅は約0．6～0．8m、残存高は約2～
3cmである。南北方向の畦畔は軸をほぼ真北にあわせて作る。畦畔の間隔も南北方向のものは
ほぼ等間隔である。ただし水田の面積は極端に小さいものから大きいものまで存在する。検出
の際に南北方向の畦畔に比べて、東西方向の畦畔の検出が著しく困難であったという調査時の
所見があり、南北方向の畦畔を東西方向の畦畔によって細分した区画が本来的なものであった
とも考えられよう。こうした状況は第7次調査の水田畦畔にも認められた。
　　溝
　11層以下の層で検出した溝は、地形の傾斜にあわせて掘削され、いずれも方位を意識したも
のではなかったのに対して、10層で検出した溝20、溝21は東西方向に平行して掘削されてい
る。溝は幅約1．6～2．Omであり、深さは約0．2～0．3mである。底面のレベルから東から西に水
が流れていたことが考えられる。この溝は隣接する第6次調査地点でも検出されており、東西
方向に延びる溝がほぼ直線的に40m以上確認できる。さらに本調査区の西約70mに位置する第
7次調査地点でも古墳時代後半期にあたる層で東西方向に走行する溝が検出されている。この
溝も本調査区で検出した溝に連接する可能性が高く、その場合約130m以上にわたって方位を
意識した直線的な溝が掘削されたことになる。
　　10層出土遺物
　10層からは須恵器杯身、大甕片、土師器高杯が出土した（図43、図版24）。いずれも古墳時代
後半期の範囲に収まるものと思われる。特に杯身は、第6・7次調査で検出した溝の出土遺物
とほぼ同時期の所産と考えられる。
　　第6次調査との関係
　今回検出した東西方向にのびる溝は第6次調査で検出した溝にプラン・レベルのいずれも合
致している（図44）。また第7次調査検出の溝とも対応していると考えられるので、この東西方
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向の溝は少なくとも130m以上にわたって掘削されていることがうかがわれる。また、水田畦
畔の項でもふれたとおり、この段階の水田畦畔は正方位に作られており、東西方向の溝にあわ
せてかなり広範に耕地の再編がなされていることが指摘できる。
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　5．古代・中世の遺構・遺物
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構は7層上面で検出した。
a．8・9層検出の遺構と遺物
　8層上面は標高約3．3rn、9層上面は標高3．1～3．2mである。この段階には旧地形の起伏を
ほぼ解消している。
　9層上面では溝22と水田畦畔を、8層上面では溝25を検出している。溝22～溝29はほぼ同じ
位置で繰り返し掘削され続けており、検出は8層上面で行った。また溝23、溝27は新たな溝の
掘削などによって掘削された面は不明であるが、切り合い関係から溝28以前の掘削であり、8
層、9層の堆積する比較的短期間に4回の溝の掘削があったと考えられる。そのため溝22～29
については8・9層検出の遺構・遺物として報告する。
　　水田畦畔
　水田畦畔は方位をほぼ正方位にあわせて作っている（図45、46）。調査区東半では水田1枚の
面積が比較的広いのに対し、調査区西半では面積が狭いうえ、それぞれの水田の面積にはぼら
つきがみられる。
　第6次調査との対応関係をみてみると、畦畔の方位はほぼ一致する。水田の形状は本調査区
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古代・中世の遺構・遺物
表2　溝22～29土層註記
a－a’
粘　土 10，21，31，34，37，39，46，49 砂質土 3，20．22
粘質土 7，8，11，16 砂 2，5，6，12，14，17，24，26，27，29，42，43，44
土 1，4，9，13，15，18，19，23，25，29，32，33，35，45，48，T0 粗　砂
30，36，38，40，41，47
b－b’
粘　土 7，32．37 砂質土 34
粘質土 砂
1，2，6，8，10，11，13，17，18，19，20，22，23，24，25，
Q6，27，29，31，33，38，40，42，43，44，45，47，53，54，
T8，60，62，63，64
土 3，4，5，9，12，14，16，21，28，30，39，46，50，51，55，T6，59．61 粗　砂
1 ，35，36，48，49，52，57
C－C
粘　土 16，17，38，42，54，68，71 砂質土 1，2，3，4，5，8，45，49
粘質土 6，7，9，10，11，13，14 砂 12，15，32，33，41，43，44，46，47，48，53，55，58，59，U2，63，64，65，67
土 18，19，20，34，35，37，39，40，50，51，52，56，60，61，U6，69．72 粗　砂
57．70
d－d’
粘　土 8，10，15，17，19，20，29，32，35，37，40，42，56，66，U9，70．72 砂質土
一11，43
粘質土 5，7，14，16，27，47 砂 2，9，22，23，25，28，30，36，44，48，49，50，52，54，57T8，59，61，62，63，64
土 1，3，4，6，12，13，18，21，24，26，31，39，45，46，51，T5，65，68，71 粗　砂
33 34，38，41，60，67，73
e－e
粘　土 10，16，33，40，41，48，51，60，61，63 砂質土 22
粘質土 砂 1，2，3，4，5，7，12，13，15，17，18，24，25，26，27，28，R0，35，36，38，42，46，50，52，54，55，56，57
土 8，9，11，14，19，20，21，23，29，31，32，34，37，39，43，S4，45，47，53，58，59 粗　砂
4 ．62
では南北方向に長軸をとるが、第6次調査では東西方向に長軸をとる。
　　溝
　調査区南半を東西に走る溝は、主流部の幅が約12mのかなり大規模なものである。またこの
溝の主流部に沿って東西方向に幅約1～2mの溝が数条確認されている。以下ではこの主流部
を大溝、主流部からの分流を副溝と呼称して説明する。
　8、9層で検出した大溝はほぼ同じ位置で4回にわたって掘りこまれていたことが確認でき
た。古い方から溝22、溝23、溝25、溝29の順に掘削されているが、そのうち、溝25は8a層上
面から、溝22は9層上面から掘削されていることが確認されている。
　図47はこの古代の溝群の横断面を上から順に西から東に並べたものである。また、図48には
それぞれの溝の切り合い関係の模式図を示している。これをあわせて溝の堆積状況をみてみた
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図中の数字は溝番号を示す。
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・／＼22　グーd’　竺1243～‡22鷲7321～2民31
　　　　　　　　　　　　　　　　　（e－e’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　溝29　　1～17　　　　溝25　　18～27
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　　　23　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　〃－e　　　　　　　　　　　　　　　　　　※溝番号の後の数字は
　　　　　　　　　　　0　　　2m　　　　図46の土層註記に対応。
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図48　溝22～29断面模式図
い。調査時には図47のように非常に細かく分層しているが、本報告では土質から粘土、粘質
土、土、砂質土、砂、粗砂に大別して報告する。
　最も古く掘削された溝22は西側から中央部のa－a’～c－c’断面までは粗砂が底面付近に
厚く堆積し、また埋土のほとんどは砂や砂質を帯びる土で構成されている。溝東半のd－d〃、
e－e’f面をみてみると底面付近に粘土が堆積している。この堆積の差は図45の平面図をあ
わせてみてみると、このd－d’、e－e’断面付近には多数の杭が打ち込まれ、導水用の堰が
築かれたと考えられる地点にあたっていることに起因すると考える。このような施設が築かれ
た結果、杭群の東では水の流れが緩く、粘質土が堆積したものと考えられる。
　溝23についても同様の傾向がうかがわれ、溝主流部西側では粗砂や砂質を帯びる埋土で構成
されるが、中央部から東側では粘土が堆積している。またこの傾向は溝伏流部でもみられ、中
央部から東には粘質土や粘土の堆積が顕著である。
　溝25の主流部は溝29によってその多くを掘削され、この溝群の中では残存部の堆積が最も薄
いが、その底面の堆積土は西側では砂質を帯びる層が顕著であり、東側ではやはり粘土や粘質
土が主体となる。この溝の副溝である溝28では中央から東側にかけてのc－c’、d－d’ライ
ンで粘土や粘質土の堆積がみられる。この付近には溝28から南に分かれる分流があり、また、
溝28の底部はやや高まっている。杭列のような構築物はみられないものの、分流への導水のた
めに水を止めた結果として粘質土が堆積したのではないかと考える。
　最も新しく掘削された溝29はb－b’断面付近を除いて、底面に粘土や粘質土が厚く堆積す
る。その後はやや砂質を帯びる土や砂が堆積している。この段階には粘土や粘質土が溝の西側
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図49　溝23・24平面図
にも堆積するようになっている。
　この古代の溝群全体の傾向としては、①溝群の東側では粘質土、粘土の堆積が非常に顕著で
あること、②これが杭群などの水利調節施設の影響によって生じた堆積状況であること、③水
利調節施設の西側では溝の底部付近に粗砂が厚く堆積すること、が指摘できる。
溝22　溝22は9層上面から掘り込まれていることが平面的にも層位からも確認されている。
したがって大溝の掘削の上限は9層堆積以後にある。
　溝22は確認できる限りでは幅約12mである。溝の底面は標高1．9m前後まで掘削され、その
深さは約1．2～1．3mである。10層以下で検出した溝と比較すると飛躍的にその規模は大きく
なっている。また、溝には多数の杭が打ち込まれている。杭群は溝東側と溝西側の二群に分け
て考えることができるが、特に溝東側の杭群の北には大溝から分岐する副溝が認められること
から、水利調整のための杭群であったと考えられる。溝西側の杭群については副溝が検出され
ていないが、同様の機能を想定してもよいと思われる。
溝23　溝23は溝22の南半を拡幅するかたちで掘削される。その幅は確認できる範囲では約9
mである。溝23では北側の掘りかたは底面まで掘り込まれるのに対して、南側では溝中央部に
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　　　　　　　　　　　　　　　　図50　溝25～28平面図
中洲状に高い部分を残し、中洲状の平坦面から再び掘削して底面に至るという掘削方法をと
る。南側には副溝である溝24が大溝に沿って東西方向に掘削されており、この中洲状の高まり
は副溝への導水を目的とした施設としての機能を持っていた可能性も考えられる。また、この
溝23にも東側で杭群が認められ、この位置で水利調整を行っていた場合、中洲状の高まりの位
置とあわせてみてみると、2段階に堰を築くことで効率よく副溝に導水できたのではないかと
考える。
溝25　溝25は8a層上面から掘削されている。幅約7m、深さ約0．7～0．8mである。溝25に
は溝の南北の辺に沿って東西方向の副溝（溝26、溝27、溝28）が掘削される。副溝は幅0．5m～
2．5mとその規模には大きな開きがある。また溝26、溝28のように別の溝に分岐していると思
われる溝もある。
溝29　溝29は幅約6mで調査区南半をゆるく蛇行しながら東西方向に走る。深さは約75cmで
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図51　溝29平面図
ある。
　もっとも新しく掘削された溝29は、掘削された面は不明だが、上下の層の関係からみると8
a層上面から掘り込まれていると思われる。土層の堆積状況をみてみると、8層は溝22の上に
堆積しているが、溝23、25の上位には複数の溝が切りあっていることもあって確i認できない。
したがって溝25が埋没してから溝29が掘削されたのか、機能している間に掘削されたのかは判
断できない。ただし、それまでの流路を踏襲していることから、溝25が完全に埋没する前に掘
削されたのではないかと思われる。
　これらの溝は岡山平野の復原条里からすると坪境の位置にあたっており、これまでの調査で
既に坪境の溝として機能していた可能性を指摘している。
　溝22～29出土遺物（図52～54）
溝22～29からは須恵器椀・蓋、内面黒色土器椀、土師器椀・鉢、蛸壷、土錘が出土している。
須恵器のうち、図52－10、11には外面に墨書が認められるが、書体の崩れと欠損部のため判
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読できていない。そのうち10では火樫が明瞭に観察できる。図52－15は緑粕のかかった杯身で
ある。内面黒色土器は図52－16の外面が白色を呈するほかはいずれも黒色である。これらの遺
物のうち一部には奈良時代のものを含んでいるが、ほぼ平安時代後半（10世紀後半～11世紀初
頭）のものである。
　溝からは土器のほか、木製品、杭が出土している（図54）。図54－1は箱部材の一部であると
思われ、桜の皮で綴じている。図54－2も同じく箱部材と思われ、側縁付近に径約3mmの綴じ
穴が穿孔される。3は両小口にほぞを切ったうえ、さらに穿孔がある。これは図54－1・2と
異なり、皮綴じではなく部材同士をほぞで組み合わせる箱部材であると思われ、その厚さは約
15mmと厚い。図54－4は扇の骨で、下端部が丸みをもつように加工されている。また下端付近
に穿孔がある。図54－5はへら状の木製品である。下端部が厚みをもち、下端の端部にはすり
減った痕跡が認められる。図54－7は杓子の一部である。図54－8は匙形木製品である。身の
周縁部を面取りしている。裏面には加工痕が明瞭に残る。
　杭は約80本出土している。そのうち、先端部を明瞭に加工しているもの（図54－9～21）
や、面取り等の加工を行っているもの（図54－22～24）について図化した。
　以上のほか、動物遺存体が出土している（第4章2）。
b．7層検出の遺構と遺物
　7層上面では溝1条、畝状遺構、小溝群、杭列を検出した（図55）。7層上面は標高3．3～
3．4mである。
　　小溝群
　小溝群はいずれも幅約10～30cm、深さ3～5cmと浅いものである。これらの小溝群の多くは
南北方向に延び、東西方向の溝30に沿う南北9mの範囲ではこの溝に沿って東西方向に掘りこ
まれる。
　調査区の北西には幅約50～80cm、深さ10～15cmの畝状遺構が5条検出されている。
　　溝
　調査区南半部に東西方向に掘削された溝30は幅約2．8m～3．8mとかなり幅広である。この溝
は2度にわたって掘削されており、上層溝は下層溝を北に拡幅するかたちで掘り込まれてい
る。深さは下層溝で約70cm、上層溝では約50cmと浅くなる。溝は坪境として機能していた古代
の大溝の流路を踏襲して掘削されており、この段階においても前段階の土地区画が影響してい
ることを示している。
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a a
1．灰オリーブ色砂質土（Fe）
2．灰黄色砂質土（Fe少）
3．灰オリーブ褐灰色砂質土
4．黄灰褐色砂質土（Fe少）
5．暗灰黄褐灰色砂質土（Fe少）
6．オリーブ灰色粘質土
7．黄灰色砂質土（Fe少）
8．暗黄灰色砂質土（Fe少）
9．灰色砂（Fe少）
11．灰色砂質土
12．暗灰黄色粘質土（Fe多）
13．灰色粘質土（Fe）
14．灰色粘土（Fe少）
15．青灰色粘土（Fe）
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図56　溝30断面図、出土遺物（縮尺1／8）
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　　杭列
　杭列は溝30の南に東西方向に打ち込まれている。杭は先端を削っただけの加工である（図
56－－1）。
　　第6次調査との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　第6次調査との関係をみてみると、遺構の構成はほぼ対応している（図58）。したがってこの
層での調査成果は第6次調査の成果を追認したものといえよう。
　　7層検出遺物
　出土遺物には土師質椀のほか、青磁片（図57－3）、白磁片（図57－4）、土師質鍋の把手
（図57－2）、不明鉄片（図57－7）がある。出土遺物と第6次調査の成果から、7層の時期は
14～15世紀にあたると思われる。
6．近世・近代の遺構・遺物
近世・近代の遺構は2、3、5層で確認されている。
a．5層上面検出の遺構
　5層上面は標高3．5～3．6mをはかる（図59）。
　5層上面では小溝群、南北方向に走る畦畔2条、東西方向の溝1条が検出されている。
　南北方向に走る畦畔のうち、東側のものは畦畔の下に深さ10cmに満たない浅い溝が掘削され
ていた。
　　小溝群
　小溝群はほとんどが南北方向に掘削される。これらはいずれも幅約10～30cm、深さ約3～5
cmと浅いものである。東西方向に走るものはいずれも東西方向の溝付近のもののみである。
　　畦畔
　畦畔は南北方向に走るものが2条確認されているが、その間隔は約2mと非常に狭い。しか
し、先述の小溝群が東側の畦畔を切っている。したがってこの小溝群が形成された段階に畦畔
は東側のものから西側の畦畔に移ったとみることができ、この間隔のせまい2条の畦畔は同時
に存在したものではないことが推定できる。
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1．オリーブ灰色砂（ラミナ状・Fe少）
2．緑灰色粘土（ブロック）
3．淡黄褐灰色微砂
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　　溝
　東西方向に掘削された溝31は幅約1．4～1．6mであり、深さは約15～25cmである（図60）。溝南
辺の東半部は3層上面から掘削される溝33によって掘りこまれているため、南側の掘りかたは
不明である。
　　第6次調査との関係
　第6次調査では5層上面に対応する層で本調査区の溝に連接する溝と6基の土坑が検出され
ている（図61）。しかし、本調査区で検出した小溝群は検出されておらず、また、本調査区では
土坑が確認されていないなど、検出された遺構の状況が異なる。隣接地点でこのように遺構の
状況が異なることは調査時の認識が異なったことに起因するといわざるを得ない。今後、隣接
地を調査する際の課題となろう。
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b．3層上面検出の遺構
　3層上面は標高3．6～3．7mをはかる（図62）。
　3層上面では南北、東西方向に走る畦畔が各1条と東西方向に掘削された溝1条、野壷と思
われる土坑2基が確認されている。
　　畦畔
　南北方向に走る畦畔は幅約1mであり、また、畦畔の高さは残存部で15～20cmである。東西
方向の畦畔は溝の南辺に沿って構築されている。畦畔の南辺は上層の溝によって掘削されてい
た。この東西方向の畦畔には水口が2ヵ所設けられる。
　　溝
　東西方向に掘削された溝33は幅1～2m、深さは約40cm前後である（図63）。この溝33の北辺
では側面に貼り石がなされ、この貼り石は石列状に並んでいる。ただし、この貼り石は土で覆
われて埋め殺された状況であり、畦畔や耕作土はこの埋め殺した土にのっている。したがっ
て、溝を掘削した後に貼り石をし、これを埋め殺した後にさらに畦畔や耕作土をのせたという
ことになる。いかなる理由で貼り石を埋め殺したのか、貼り石の機能はいかなるものであった
のかは不明である。
　野壷
野壷と思われる2基の土坑は直径約1．8～2．2mであり、深さは約70cm前後である。
　　第6次調査との関係
　本調査区で検出した溝は第6次調査の溝に連接する（図64）。しかし、溝の南辺に東西方向に
走る畦畔は第6次調査では検出されていない。
c．2層上面検出の遺構
　2層上面は標高3．8～4．Omをはかる（図65）。
　2層上面では陸軍屯営地造成以前の畝状遺構、畦畔、溝、野壷と思われる土坑を検出した。
　　畝状遺構
　畝状遺構は調査区中央を南北に走る畦畔の東に南北方向に約0．5m前後の間隔で認められた。
幅は0．7～0．9mである。中央の南北方向の畦畔以西では全く検出されていない。第6次調査に
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図62　3層上面検出遺構平面図
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　　　　　　図63　溝33断面図
1．淡青灰色粘土（Fe）
2．褐色砂質土（Mn）
3．暗灰黄色砂質土（Mn）
4．青灰色暗黄灰色粘質土（Mn）
5．暗黄灰色粗砂
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　　　　図64　3層上面検出遺構と第6次調査地点との対応関係
おいても04－80ラインから東に約20mまでは畝状遺構は検出されておらず、
では畝が作られなかったということになる。
この約30mの範囲
　　溝
溝34は東西方向に掘削されており、第6次調査の溝に連接する。幅約1．2～1．3mであり、深
さは約30～40cmである。造成土（1層）によって埋められており、近代の遺構としてとらえる
ことができる。
　　野壷
　野壷と考えられる土坑は調査区内で3基確認した。直径は約1．6～2．4m、深さは約90cm前後
であるが、浅い1基は約50cmである。
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図65　2層上面検出遺構平面図
一84一
近世・近代の遺構・遺物
　　l　　　l　　　l　　l　　　l　　」
04－40　　　04－30　　　04－20　　　04－10
1　　1　　　1　　1
　パ　　　蝸
目
　
　　　　l　　l　　l　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　I　　　l　　　I　　l
（左：第6次調査，右：第9次調査）　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　10m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　図66　2層上面検出遺構iと第6次調査地点との対応関係
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　　畦畔
　畦畔は調査区中央に南北に走り、東西方向に掘削された溝34に沿って東西方向に折れる。ま
た、溝34の対岸にも東西方向に畦畔が走ることが確認されている。また、調査区南西隅にわず
かながら南北方向にのびる畦畔が確認されている。
　東西方向に掘削された溝34に沿って走る畦畔は第6次調査においても検出されている。南北
方向の畦畔は第6次調査では検出されていないため畦畔の間隔は不明であるが、畝の検出され
なかった範囲を考慮すれば約30m弱であったと思われる。
　　第6次調査との関係
　第6次調査では調査区南東隅に段状の高まりが認められたが、本調査区では確認されておら
ず、土坑3の位置から考えても第6次調査東壁の中10cm内外で収束しているものと考えられる
（図66）。
d．5～2層出土の遺物
　5～2層出土遺物はおもに土器、陶磁器である（図67、図版27）。また、若干の鉄製品、銅銭
が出土した。銅銭は5層出土で、北宋で1068年に鋳造された「熈寧元賓」である。蹄鉄は2層
から出土している。第12次調査地点では明治時代のトロッコ軌道と思われる遺構が確認されて
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　7．その他の遺物
そのほか、本来の包含層から遊離した遺物で、特徴的なものを示しておく。
a．溝22～29検出の遺物
　古代の溝の埋土中からは古代の土器だけでなく、縄文時代から古墳時代に至るまで多くの遺
物が出土した（図68）。
土器　　1～3は縄文時代後期の深鉢である。1・2は福田K2式から津雲A式の間の土器で
あり、3は第W群土器式である。5～7は弥生時代早期の突帯文土器である。ほぼ津島岡大式
に相当する。8～11は弥生時代前期の土器である。8～10は壷の肩部片である。いずれも沈線
を数条引き、段状にしていることから、前期でも前半の特徴を示す。11は前期末の甕の口縁部
下片である。12は弥生時代中期後半の甕の口縁部片である。13は須恵器の蓋である。古墳時代
後半期に相当する。
石器　　溝22～29から出土した石器も溝に伴うものではなく、他の時期のものである。1・2
は石鎌であり、サヌカイト製である。ともに凹基式であり、1は先端部を折損している。3は
サヌカイト製の石錐である。風化した面を有する細長い剥片に調整を加え先端を尖らせてい
る。4はサヌカイト製の襖型石器の破片である。厚みのある剥片の側縁に剥離を加えている。
半分を折損している。5・6はサヌカイト製のスクレーパーである。5は側縁に一部剥離が認
められる。6は微細な剥離痕がわずかに残る。
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b．本来の包含層から遊離した遺物
　本来帰属していた包含層から何らかの要因によって遊離している遺物について示しておく
（図69）。1～7は縄文時代後期の土器である。3・4が半精製で、他は精製である。7は、福
田K2式の深鉢体部片である。2本沈線の区画内に縄文が残る。1・2は福田K2式から津雲
A式までの土器群に相当する。4は、口縁部内面が肥厚する鉢である。5・6は、太めの条線
を網目状にしたり垂下させたもので、縄手式に相当するものだろう。8は弥生時代早期の突帯
文土器深鉢である。突帯以下に沈線文をもつ。9～13は弥生時代前期の土器である。9～12は
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壷である。10・11の肩部には1・2条の沈線がみられ、12の肩部には沈線による連弧文が見ら
れる。13は口唇部に刻みをもつ甕の口縁部片である。これらは、ほぼ弥生時代前期の前半に相
当するものと思われる。14は、弥生時代中期の甕の口縁部片である。口縁端部に沈線による凹
線文をもつ。体部は刷毛目が残る。弥生時代中期後半に相当する。15から17は高杯の脚部片で
ある。15の内外面にはミガキが丁寧になされ、16・17の外面には刷毛目やケズリを施してい
る。これらは、古墳時代前期のものであろう。
8．出土遺物観察表
1　　遺物観察表は、縄文土器・弥生土器・土師器・黒色土器・陶磁器・金属器・木器・石器
の順に分類掲載している。表中の「番号」欄は「挿図番号一個々の遺物の番号」を示してお
り、実測図の番号と対応している。
2　　観察表の遺構・地点・番号・層名は本文中の番号と一致する。
3　　「地点」欄は、遺構出土のものは遺構名を記し、包含層出土のものは帰属する層名を記
している。出土した遺構が特定できず、複数の遺構が候補として考えられる場合、たとえば溝
22から溝29の場合は、「溝22－29」としている。遺構名は、本文中同様、貯蔵穴：SP、と略号化
して使用しているものがあり、その他、焼土土坑：焼、と略している場合がある。なお、出土
地点のわからないものは不明としている。
4　　遺物の観察表の表記は次のような基準で表記している。
法量…残存率が1／2以下のものは復原推定値である。なお、縄文土器と弥生土器については、
小破片が多数であるため法量を明記していない。残存率は「形態の特徴と技法」の欄に適宜記
載しているが、小片については残存率を示していない。〈〉は残存値のみのものを示してい
る。法量において表示している数値はすべて基本的に現存での最大値である。
胎土…微砂：径0．5mm未満、細砂：径0．5～1mm未満、粗砂：径1～2㎜未満、細礫i：径2mm以
上である。その他、判別の困難なものに関しては砂あるいは砂を含むとしている部分がある。
色調欄については、2つ併記してある場合は、「内面・外面」の順に表示し、1つだけの場合
は、内外面全体の色調を表している。
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表3出土遺物観察表（縄文土器①）
番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
7－1 溝1 深鉢 口縁部小片。縄文地に3本1単位の幅太沈線文。 淡茶灰 細砂少
8－1 SPO2 深鉢 口縁部小片。端部外面下に沈線、内面に縄文をもつ。 茶褐 細砂少
8－2 SPO2 深鉢 体部小片。外面にRL縄文。 暗褐 細砂少
8－3 SPO2 浅鉢 丸底で小型。頸部無文の他、外面はRL縄文。1／6残存。 黄灰褐 細砂少
9－1 SPO3 鉢 口縁部小片。粗製で、外面にかすれた条痕。 暗褐 細砂
9－2 SPO3 鉢 口縁部小片。粗製で、無文。 暗褐 細砂
10－1 SPO4 深鉢 口縁部小片。内面に沈線文、外面は無文。 茶褐 細砂少
10－2 SPO4 鉢 口縁部小片。直立外反する。粗製で、無文。 暗褐 細砂
10－3 SPO4 鉢 口縁部小片。やや外反する。粗製で、無文。 暗褐 細砂
12－1 SPO9 鉢 体部片。やや精製で、無文。 茶褐 細砂
13－1 SP10 深鉢 口縁部小片。粗製で、無文。 暗褐 細砂
13－2 SP10 深鉢 体部片。精製で、磨り消し縄文をもつ。 暗灰褐 微砂
13－3 SP10 鉢 体部片。粗製で、無文。 暗褐 細砂
14－1 焼1 深鉢 体部片。粗製で、無文。 暗褐 細砂
14－2 焼1 深鉢 口縁部小片。端部が肥厚する。粗製で、無文。 暗褐 細砂
14－3 焼1 鉢 口縁部小片。粗製で、無文。 暗褐 細砂
18－1 23b層 深鉢 口縁内湾鉢。1本沈線，磨り消し縄文。2／3残存。 黒褐 微砂
18－2 23b層 深鉢 口縁部片。端部は内湾する。1本沈線と磨り消し縄文。 暗茶褐 微砂
18－3 23b層 深鉢 口縁部片。端部は外反する。2本沈線と磨り消し縄文。 暗褐 細砂
18－4 23b層 鉢 口縁部小片。．口縁部内湾。粗製で、無文。 暗褐 細砂
18－5 23a層 深鉢 口縁部小片。端部はT字形。沈線をもっ。摩滅激しい。 暗褐 細砂
18－6 23a層 深鉢 口縁部片。端部は帯状に肥厚し、外面にRL縄文。 暗褐 微砂
18－7 23a層 深鉢 内湾の口縁部小片。外面上部、縄文帯と沈線区画。 暗褐 微砂
18－8 23a層 深鉢 外反する口縁部小片。外面にRL縄文。やや粗製。 暗褐 微砂
18－9 23a層 深鉢 外反する口縁部小片。端部外面にLR縄文。 暗灰褐 細砂
18－10 23a層 深鉢 外反する口縁部小片。外面無文。 暗褐 細砂
18－11 23a層 深鉢 直立する口縁部小片。沈線区画内にLR縄文。 暗褐 微砂
18－12 23a層 深鉢 体部小片。1本沈線と磨り消し縄文。精製。 暗褐 微砂
18－13 23a層 深鉢 体部小片。外面に縄文。 暗灰褐 細砂
18－14 23a層 深鉢 体部小片。外面沈線文。精製 暗褐 微砂
18－15 23a層 深鉢 体部小片。1本沈線と磨り消し縄文。精製。 暗褐 細砂
18－16 23a層 深鉢 体部片。沈線下にLR縄文。 暗灰褐 細砂
18－17 23a層 深鉢 体部片。沈線とLR縄文。 暗褐 細砂
18－18 23a層 鉢 外反する口縁部小片。端部内面肥厚。やや粗製。 暗灰褐 細砂
18ヨ9 23a層 深鉢 口縁部小片。区画となる沈線の一部残る． 暗褐 細砂
18－20 23a層 深鉢 口縁部小片。口唇部やや平坦、無文で粗製。 暗褐 細砂
18－21 23a層 深鉢 口縁部小片。内外面に強いナデ痕。無文で粗製． 暗褐 細砂
18－22 23a層 深鉢 口縁部小片。無文で粗製。 暗灰褐 細砂
18－23 23a層 深鉢 口縁部小片。無文で粗製， 暗褐 細砂
18－24 23a層 鉢 口縁部小片。無文で粗製。 暗茶褐 細砂
18－25 23a層 深鉢 体部小片。沈線をもっ。無文で粗製。 暗褐 細砂
18－26 23a層 深鉢 体部小片。外面に2本の沈線と条痕をもつ。 暗灰褐 細砂
19－1 22b層 鉢 無文で、丁寧なミガキ。端部肥厚。底部丸底。精製。2／3残存、 茶灰褐 微砂
19－2 22b層 鉢 口縁部は外反。ナデのみ．1／4残存 灰褐 細砂
19－3 22b層 深鉢 口縁部片。端部肥厚。外面Rし縄文。1／8残存。 暗褐 細砂
19－4 22b層 深鉢 口縁部片。外面に条痕文。 暗灰褐 細砂
19－5 22b層 深鉢 底部欠損，端部RL縄文、体部沈線以下縄文。3／4残存、 暗灰褐 細砂
20ヨ 22b層 深鉢 口縁部片。1／6残存，沈線区画、縄文、櫛縦線， 暗灰褐 細砂
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番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
20－2 22b層 深鉢 半完形。端部縄文、頸部沈線以下縄文・条痕。 暗褐 細砂
21－1 22b層 深鉢 半完形。口縁端部すぼまる。外面条痕、内面ケズリ。 灰褐 細砂
21－2 22b層 深鉢 半完形。口縁有突起。端部縄文。外面無文。 暗灰褐 細砂
21－3 22b層 深鉢 底部片。凹底。外面条痕。 暗褐 粗砂
21－4 22b層 深鉢 底部片。凹底。外面ケズリ、かすれた条痕。 暗褐 細砂
21－5 22b層 深鉢 胴の張る器形。2／3残存。外面条痕。 暗茶褐 粗砂
22－1 22b層 深鉢 盲孔の突起片。沈線文をもっ。 暗灰褐 微砂
22－2 22b層 深鉢 口縁部小片。T字形の端部、沈線区画、縄文充填。 暗褐 細砂
22－3 22b層 深鉢 口縁部小片。丁字形端部、外面太沈線区画、縄文。 暗褐 細砂
22－4 22b層 深鉢 口縁部小片。外面に縦沈線、縄文。 暗灰褐 細砂
22－5 22b層 深鉢 口縁部小片。端部下沈線、縄文。 暗茶褐 細砂
22－6 22b層 深鉢 口縁部小片。端部下沈線区画内縄文。 暗褐 細砂
22－7 22b層 深鉢 口縁部小片。端部下内外に沈線区画内縄文。 暗灰褐 細砂
22－8 22b層 深鉢 口縁部小片。端部下沈線、縄文。 暗褐 細砂
22－9 22b層 深鉢 口縁部小片。端部クランク状沈線、縄文。 暗褐 細砂
22－10 22b層 鉢 口縁部片。端部肥厚縄文、頸部無文、以下縄文。 暗灰褐 細砂
22－11 22b層 深鉢 口縁部小片。端部以下縄文。 暗褐 細砂
22－12 22b層 深鉢 口縁部小片。端部沈線区画、縄文。 暗褐 粗砂
22－13 22b層 深鉢 口縁部片。端部肥厚縄文、頸部無文。 暗褐 細砂
22－14 22b層 深鉢 口縁部小片。端部肥厚縄文、頸部無文。 暗灰褐 細砂
22－15 22b層 深鉢 口縁部小片。端部縄文帯、頸部無文。 暗褐 細砂
22ヨ6 22b層 鉢 口縁部小片。端部やや肥厚。内面に沈線文。 暗茶褐 細砂
22－17 22b層 鉢 口縁部小片。低波状口縁，外面条痕。 暗灰褐 粗砂
22－18 22b層 鉢 口縁部小片。無文で粗製。 暗褐 粗砂
22－19 22b層 深鉢 口縁部小片。内外面にかすれた条痕。粗製、 暗褐 粗砂
22－20 22b層 深鉢 口縁部小片。口縁部以下で屈曲。無文で粗製。 暗褐 粗砂
22－21 22b層 鉢 口縁部小片。外面にかすれた条痕．粗製。 暗灰褐 粗砂
22－22 22b層 鉢 口縁部小片。端部丸い。無文で粗製。 暗褐 粗砂
22－23 22b層 鉢 口縁部小片。口唇部面取り。無文で粗製， 暗褐 粗砂
22－24 22b層 鉢 口縁部小片。無文で粗製． 暗灰褐 粗砂
22－25 22b層 鉢 口縁部小片。端部やや肥厚。無文で粗製。 灰褐 粗砂
22－26 22b層 鉢 口縁部小片。端部やや丸く肥厚。無文で粗製， 暗褐 粗砂
22－27 22b層 鉢 口縁部小片。無文で粗製、 暗灰褐 粗砂
22－28 22b層 深鉢 口縁部小片。無文で粗製。 暗褐 粗砂
22－29 22b層 深鉢 口縁部小片。無文で粗製， 暗褐 粗砂
23－1 22b層 鉢 内湾する口縁部片。1／4残存、無文で粗製， 暗灰褐 粗砂
23－2 22b層 鉢 内湾する口縁部小片。無文で粗製、 暗灰褐 粗砂
23－3 22b層 深鉢 体部片。1本沈線の区画内に縄文， 暗褐 細砂
23－4 22b層 深鉢 体部片。1本沈線の鍵i状区画内に縄文充填， 暗灰褐 細砂
23－5 22b層 深鉢 体部片。1本沈線の四角形区画内に縄文充填， 暗茶褐 細砂
23－6 22b層 深鉢 体部片，太い1本沈線の区画内に縄文充填、 暗褐 細砂
23－7 22b層 深鉢 頸部片。外面に縄文。摩滅激しい。 暗褐 粗砂
23－8 22b層 深鉢 体部小片。沈線以下羽状縄文， 暗灰褐 細砂
23－9 22b層 深鉢 体部片。1本沈線の弧状区画内に縄文， 暗褐 細砂
23－10 22b層 深鉢 頸・体部片，頸部無文，体部外面に羽状縄文、 暗灰褐 粗砂
23－11 22b層 深鉢 体部片，沈線より上に縄文， 暗灰褐 細砂
23－12 22b層 深鉢 体部小片。外面に縄文Rし、 暗褐 細砂
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表5出土遺物観察表（縄文土器③）
番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
23－13 22b層 深鉢 体部小片。外面に縄文RL。 暗褐 細砂
23－14 22b層 深鉢 体部小片。外面に縄文RL。 暗灰褐 細砂
23－15 22b層 深鉢 体部小片。外面に縄文RL。 暗褐 細砂
23－16 22b層 深鉢 体部小片。外面に縄文RL。 暗褐 細砂
23－17 22b層 深鉢 体部小片。斜めの条線をもつ。 暗茶褐 細砂
23－18 22b層 深鉢 体部片。無文粗製。 灰茶褐 細砂
23－19 22b層 深鉢 体部小片。外面にかすれた条痕。 暗褐 細砂
23－20 22b層 深鉢 体部小片。外面にかすれた条痕。 暗灰褐 細砂
24－1 22a層 深鉢 口縁部小片。縁帯部に沈線と縄文。 暗褐 細砂
24－2 22a層 深鉢 口縁部小片。端部先端前方突出。端面に縄文。 暗褐 細砂
24－3 22a層 鉢 口縁部小片。端部やや肥厚、帯状に縄文。 暗褐 細砂
24－4 22a層 鉢 外反する口縁部小片。無文。 暗灰褐 細砂
24－5 22a層 深鉢 外反する口縁部小片。無文。 暗褐 細砂
24－6 22a層 深鉢 頸・体部片。体部外面に円形・縦線の沈線文。 暗褐 細砂
24－7 22a層 深鉢 体部小片。平行する沈線と縄文帯。 暗褐 細砂
24－8 22a層 深鉢 体部小片。重四角形の沈線文。 暗灰褐 細砂
24－9 22a層 深鉢 体部片。無文粗製。 暗褐 粗砂
24－10 22a層 深鉢 体部小片。外面に縄文RL。 暗褐 細砂
24－11 22a層 深鉢 体部小片。外面に縄文RL。 暗茶褐 細砂
24－12 22a層 深鉢 体部下位の小片。無文粗製。 暗褐 粗砂
24－13 22a層 鉢 底部片。外面は無文。 暗褐 粗砂
24－14 22a層 深鉢 底部片。外面は無文。 暗褐 粗砂
25－1 20・21層 深鉢 口縁部片。端部に多重円、沈線文対向。 暗灰褐 細砂
25－2 20・21層 深鉢 口縁部片。端部肥厚、端部に沈線と縄文。 灰茶褐 細砂
25－3 20・21層 深鉢 口縁部片。波状口縁。細沈線区画に縄文充填。 暗褐 細砂
25－4 20・21層 深鉢 内傾口縁の小破片。端部に平行沈線文・縄文。 暗褐 細砂
25－5 20・21層 深鉢 内傾口縁の小破片。端部に平行沈線文・縄文。 暗灰褐 細砂
25－6 20・21層 鉢 肥厚する口縁部小片。内面端部平行沈線文。 暗褐 細砂
25－7 20・21層 鉢 内傾口縁の小破片。端部に平行沈線文。 暗茶褐 細砂
2卜8 20・21層 深鉢 口縁部小片。端部肥厚、内外面縄文帯。 暗褐 細砂
25－9 20・21層 深鉢 肥厚する口縁部小片。内面端部平行沈線文。 暗灰褐 細砂
25－10 20・21層 鉢 内面端部の肥厚する口縁部小片。内面に沈線文。 暗褐 細砂
25－11 20・21層 鉢 頸部の屈曲する器形。端部・体部に縄文。 灰褐 粗砂
25－12 20・21層 鉢 端部肥厚の口縁部小片。外面に縄文。 暗灰褐 細砂
25－13 20・21層 鉢 口縁部小片。外面に縄文、内面沈線。 暗褐 細砂
25－14 20・21層 深鉢 端部肥厚の口縁部小片。外面に縄文。 暗褐 細砂
25－15 20・21層 深鉢 口縁部片。頸部無文。上位に縄文帯。 暗灰褐 細砂
25－16 20・21層 深鉢 口縁部小片。端部下に沈線、外面無文。 暗褐 細砂
25－17 20・21層 鉢 外反する口縁部小片。外面に弱い条痕、 暗灰褐 粗砂
25－18 20・21層 深鉢 外反する口縁部小片。外面に条痕文。 暗褐 粗砂
25－19 20・21層 深鉢 端部肥厚口縁部小片。外面に斜め沈線。 暗褐 細砂
25－20 20・21層 鉢 内湾する口縁部片。端部に縄文帯。 暗褐 細砂
26－1 20・21層 深鉢 外反する口縁部小片。無文で粗製， 暗灰褐 粗砂
26－2 20・21層 鉢 外反する口縁部小片。無文で粗製． 暗褐 粗砂
26－3 20・21層 深鉢 直立する口縁部片。無文で粗製。 暗褐 粗砂
26－4 20・21層 鉢 外反する口縁部小片。無文で粗製， 暗灰褐 粗砂
26－5 20・21層 鉢 外反する口縁部小片。無文で粗製， 暗褐 粗砂
26－6 20・21層 深鉢　　内湾する口縁部小片。無文で粗製， 暗褐 粗砂
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表6出土遺物観察表（縄文土器④）
番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
26－7 20・21層 鉢 外反する口縁部小片。無文で粗製。 暗灰褐 粗砂
26－8 20・21層 深鉢 体部小片。縄文RL。粗製。 暗灰褐 粗砂
26－9 20・21層 鉢 体部小片。沈線上に縄文RL施文。 暗褐 粗砂
26－10 20・21層 深鉢 体部小片。櫛状工具による縦の波状文。 暗灰褐 細砂
26－U 20・21層 深鉢 体部小片。斜位に櫛状工具による施文。粗製 暗茶褐 細砂
26－12 20・21層 深鉢 体部小片。かすれた条痕。 暗褐 細砂
26－13 20・21層 深鉢 体部小片。弱い沈線区画内に縄文施文。 暗灰褐 細砂
26－14 20・21層 深鉢 底部片。体部下位外面条痕。無文、凹底。 暗灰褐 細砂
26－15 20・21層 深鉢 底部片。底部外面無文。平底。 暗褐 細砂
26－16 20・21層 深鉢 底部片。底部外面無文。平底。 暗褐 細砂
26－17 20・21層 深鉢 底部片。底部外面無文。凹底。 暗茶褐 粗砂
26－18 20・21層 深鉢 底部片。底部外面無文。凹底。 暗褐 粗砂
26－19 20・21層 深鉢 底部片。体部下位ケズリ、底部外面無文。凹底。 灰褐 粗砂
26－20 20・21層 深鉢 底部片。底部外面無文。凹底。 暗褐 粗砂
26－21 20・21層 深鉢 底部片。体部下位ケズリ、底部外面無文。凹底。 暗灰褐 粗砂
26－22 20・21層 深鉢 底部片。下端突出、底部外面無文。平底。 暗灰褐 粗砂
26－23 20・21層 深鉢 底部片。底部外面無文。平底。 暗褐 粗砂
26－24 20・21層 深鉢 底部片。体部下位ケズリ、底部外面無文。凹底。 暗灰褐 粗砂
27－1 21層 深鉢 口縁部片。端部縄文帯。 暗褐 細砂
27－2 21層 深鉢 外反する口縁部小片。無文。 暗褐 細砂
27－3 21層 深鉢 外反する口縁部小片。無文。 暗灰褐 微砂
27－4 21層 深鉢 体部小片。沈線区画、縄文 灰褐 微砂
2㍗5 21層 深鉢 体部小片。沈線区画、縄文 暗褐 微砂
27－6 21層 深鉢 体部小片。外面縄文。粗製。 暗褐 粗砂
27－7 21層 深鉢 底部片。底部外面無文。平底。 暗灰褐 細砂
27－8 20層 深鉢 口縁部小片。端部縄文帯、沈線1条。 暗褐 微砂
27－9 20層 深鉢 口縁部小片。端部やや肥厚縄文帯、沈線。 暗褐 微砂
27ヨ0 20層 深鉢 口縁部小片。端部肥厚。頸部無文。 暗褐 細砂
27－11 20層 深鉢 口縁部小片。外面縄文。 暗褐 細砂
27－12 20層 深鉢 口縁部片。端部縄文帯。 暗灰褐 細砂
27－13 20層 深鉢 口縁部小片。端部肥厚。粗製。 暗褐 粗砂
27－14 20層 鉢 1／5残存。外面櫛状工具縦位施文。 暗褐 細砂
27－15 20層 深鉢 口縁部片。内外面に条痕文。 暗茶褐 粗砂
27－16 20層 深鉢 口縁部片。端部肥厚。無文。 暗褐 粗砂
27－17 20層 深鉢 口縁部小片。端部肥厚。頸部無文。 暗褐 粗砂
27－18 20層 深鉢 口縁部小片。内外面に条痕文。 暗灰褐 粗砂
27－19 20層 底部 底部片。底部外面無文。凹底。 暗褐 細砂
27－20 20層 深鉢 口縁部片。端部内側に屈折。無文粗製． 暗灰褐 細砂
27－21 20層 深鉢 口縁部片。端部内側に屈折。無文粗製。 暗灰褐 細砂
27－22 20層 深鉢 口縁部小片。端部わずかに段をもっ。 暗茶褐 細砂
27－23 20層 深鉢 口縁部小片。無文粗製。 暗褐 細砂
27－24 20層 深鉢 体部片。3条の沈線。 暗茶褐 細砂
27－25 20層 深鉢 体部片。沈線と縄文帯。 暗褐 細砂
32－5 18層 深鉢 やや内湾する口縁部。外面に条痕。 暗灰褐 細砂
35－1 13層 深鉢 逆L字に内接する口縁部。沈線文を配置。 暗褐 細砂
35－2 13層 深鉢 口縁部小片。端部肥厚。外面無文， 暗茶褐 細砂
35－3 13層 深鉢 口縁部小片。内外面無文。穿孔有り。 暗褐 細砂
35－4 13層 深鉢 端部肥厚、縄文帯。頸部以下無文。1／8残存。 暗褐 細砂
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表7出土遺物観察表（縄文土器⑤）
番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
68－1 溝22 深鉢 口縁部小片。端部肥厚。沈線文。 暗褐 細砂
68－2 溝123 深鉢 口縁部小片。太沈線、小突起。口縁下縄文帯。 暗褐 細砂
68－3 溝23 深鉢 外反する口縁部片。端部内外に縄文RL帯状。 暗褐 細砂
69－1 23－22層 深鉢 口縁部小片。上下方向の穿孔。無文精製。 暗灰褐 微砂
69－2 不明 深鉢 肥厚する口縁部小片。端部縄文帯、外面縦ミガキ。 暗褐 細砂
69－3 19－7層 深鉢 内面肥厚口縁部小片。内面に太沈線文。 暗灰褐 細砂
69－4 22－15層 鉢 内面肥厚口縁部小片。内外面無文。 暗褐 細砂
69－5 19－7層 深鉢 体部小片。外面に櫛状工具による網目条線文。 茶褐 細砂
69－6 23－21層 深鉢 屈曲する頸部・体部小片。体部に縦の条線。 灰茶褐 細砂
69－7 22－15層 深鉢 体部小片。1本沈線と磨り消し縄文。精製。 暗褐 細砂
表8出土遺物観察表（弥生土器①）
番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
26－25 21・20層 壼 体部小片。沈線2条。内外面ナデ。 茶褐 微砂
26－26 21・20層 壼 外反口縁部小片。2条沈線。 茶褐 微砂
26－27 21・20層 壼 体部小片。2条沈線。 茶褐 微砂
26－28 21・21層 壼 体部小片。ケズリ出し段に2条の沈線。 茶褐 微砂
27－26 20層 甕 低い突帯をもつ口縁部小片。端部面取り。 暗灰褐 粗砂
27－27 20層 甕 口縁部小片。突帯、三角形刻み。沈線文。 暗茶褐 細砂
27－28 20層 壼 外面に沈線4条。ナデ。 茶褐 微砂
27－29 20層 壼 外面に沈線4条。ナデ。 茶褐 微砂
27－30 20層 甕 体部小片。2条沈線。 暗茶褐 細砂
27－32 20層 壼 平底の底部。無文、ナデ。 暗茶褐 微砂
30－1 19層 甕 如意状口縁部小片。沈線3状、木目刺突列。 暗茶褐 微砂
30－2 19層 甕 口縁端部短く外接。沈線多条。 暗茶褐 細砂
30－3 19層 甕 直立する口縁部。端部細くすぼまる。沈線1条。 暗灰褐 細砂
30－4 19層 甕 口縁部外反小片。頸部に沈線2条。 暗灰褐 細砂
30－5 19層 甕 外反口縁部小片。端部刻み。 灰褐 細砂
30－6 19層 甕 半完形。端部刻み。平底。内面ヘラケズリ。 暗褐 細砂
30－7 19層 甕 平底の底部。体部外面下位ケズリ。 暗褐 細砂
32－1 18層 甕 口縁部小片。口唇部刻み、頸部沈線条。 暗褐 細砂
32－2 18層 甕 平底の底部片。体部外面下位刷毛目。 暗灰褐 細砂
32－3 18層 壼 平底の底部片。内面刷毛目。 茶褐 微砂
32－6 18層 甕 体部小片。三角形突帯。刻み小さめ。 暗灰褐 細砂
32－7 18層 甕 体部小片。頸部沈線多条。 暗褐 細砂
32－8 18層 甕 体部小片。頸部沈線2条。 暗灰褐 細砂
32－9 18層 甕 体部小片。沈線3条。 暗灰褐 細砂
32－10 18層 壼 体部片。櫛状工具による三角文、 暗褐 細砂
32－11 18層 壼 口縁部小片。無文。 暗灰褐 微砂
32－12 18層 甕 底部片。外面ハケメ。 暗灰褐 細砂
35－5 13層 甕 口縁部小片。口唇部刻み。 暗灰 細砂
35－6 13層 甕 体部小片。細く高い突帯をもつ。刻みは小ぶり。 暗褐 細砂
35－7 13層 甕 体部小片。太く低い突帯をもつ。刻みは小ぶり。 暗褐 細砂
35－8 13層 甕 体部小片。口唇部刻み。頸部沈線3条． 暗褐 細砂
35－9 13層 壼 体部小片。頸部沈線3条、 暗褐 細砂
35－10 13層 甕 体部小片．頸部沈線1条，他無文。 暗灰褐 細砂
35－11 13層 甕 口縁部小片。端部肥厚。上部に擬i凹線文。 暗灰褐 細砂
35－12 13層 壼 頸部小片。沈線間に竹管文列。 暗褐 微砂
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表9出土遺物観察表（弥生土器②）
番号 地点 器種 形態の特徴と技法 色調 胎土
67－4 溝23 甕 口縁部小片。口唇部刻み。 暗褐 細砂
68－5 溝22 甕 口縁部小片。口唇部刻み、端部下端突帯。 暗灰褐 細砂
68－6 溝22 甕 口縁部小片。突帯はやや下がる位置につく。 暗灰褐 細砂
68－7 溝22 壼 内傾する頸部片。細く高い突帯をもつ。 暗褐 微砂
68－8 溝i23 壼 ケズリ出し段に1条の沈線。3本の斜線。 暗褐 微砂
68－9 溝23 壼 頸部小片。沈線2本。 暗灰褐 微砂
68－10 溝23 壼 ケズリ出し段に1条の沈線。 暗灰褐 微砂
68－11 溝22 甕 頸部小片。沈線多条。 明茶褐 細砂
68－12 溝22 甕 口縁部小片。端部肥厚。上部に竹管文列。 暗灰褐 細砂
69－8 18－15層 甕 口縁部小片。突帯小ぶり、低め。頸部沈線文。 暗灰褐 細砂
69－9 14ゴ2層 壼 口縁部、1／3残存。無文、ナデ。 灰褐 細砂
69－1014－12層 甕 口縁部小片。頸部3本沈線。 暗灰褐 細砂
69－116次撹乱 壼 頸部小片。頸部1本沈線。 暗灰褐 細砂
69－1220－12層 壼 頸部小片。頸部に4条程度の連弧文沈線。 暗灰褐 細砂
69－13 18－15層 甕 強く外反する口縁、1／6残存。無文。 暗灰褐 細砂
69－14 16層 甕 T字形口縁部、1／4残存。端部上部i擬凹線文。 黄灰褐 細砂
69－15 14－12層 高杯 脚部片。外面ケズリ、内面絞り目。 黄灰褐 粗砂
69－16 14－12層 壼 体部・底部片、1／4残存。底部外面無文。 暗灰褐 細砂
表10　出土遺物観察表（土師器①）
番号 地点 器種 ロ径 器高 底径 形態の特徴と技法 色調 胎土
39ヨ 11層 高杯 16．2 9．0 10．4大きく外反する口縁、裾の屈折する脚部。内外ミガキ
ｮ形。
茶褐 微砂
39－2 11層 鉢 13．8 5．9 一 口縁部段状に外反。体部ケズリ、頸部より上ミガキ。 茶褐 細砂
39－3 11層 甕 一 一 一 球状の体部片。外面ハケメ、内面ケズリ・指頭圧痕。 黄灰褐 微砂
43－3 10層 高杯 一 一 一 脚部片。外面ハケメ・ミガキ、内面ケズリ。 黄灰褐 微砂
69－159弓1層 高杯 一 一 一 身部底部片。段をもつ。内外面ミガキ。 黄灰褐 微砂
69－169－11層 高杯 一 一 一 脚部片。外面ハケメ、内面ナデ。 黄灰褐 細砂
53－2 溝i23 杯 13．4 2．9 9．3底部：外面・ナデ・平滑，内面丹塗り明瞭，1／4残存，
M石も含む。
淡灰白～
ﾔ榿灰褐
微砂多，赤
F粒
53－3 溝23 杯 13．2 3．2 7．0底部：箆キリ後ナデ，丹塗り。 赤燈，淡亙
D褐
微砂，粗砂
ｭ53－4 溝i22 杯 12．6 3．0 9．0底部：外面箆キリ後軽いナデ・内面押圧，1／3残存。 淡灰白 細砂，粗砂
ﾍ少
53－5 溝22 杯 12．4 3．0 9．0底部：中央押圧・周縁箆キリ，内面丹塗り，1／4残存。赤褐，灰ネ 微砂，金雲
齣ｽ
53－6 溝22 杯 12．3 3．2 8．5底部：内外面押圧，底部周縁箆キリ，硬質，口径：1
P2．5cm。
明橿褐～
D褐
細砂，粗砂
53－7 溝i22 杯 12．4 　 7．9底部：中央押圧・周縁箆キリ，口縁歪み，1／4残存，石
ｿ。
淡灰褐～
ｾ榿褐
細砂，粗砂
ｭ53－8 溝22 杯 11．7 2．5 8．3底部：中央押圧・周縁箆キリ，口縁部内外面煤多。 灰褐色 微砂
53－9 溝i22 杯 11．2 2．5 7．4底部：箆キリ，1／4残存。 暗榿褐 細砂
53－10溝22 杯 9．7 2．3 5．9底部：中央押圧・周縁箆キリ後ナデ，ロ径：9．5～9．9
モ香E歪み，器高：2．1～2．5cm。
淡榿～淡
ｩ灰褐
細砂，角閃
ﾎ僅少
53－11溝i23 杯 9．9 1．8 7．5底部：中央押圧・周縁箆キリ後ナデ，内面こてあて
ｭ？，口縁被熱痕。
灰黄 精良，赤色
ｱ53－12溝23 杯 15．7 3．4 9．3底部：押圧二重，内面：種子圧痕，口径：15．4～16cm・
P／2残存，器高：3．1～3．7cm，歪み。
黄褐灰 精良，粗砂
ﾍ少
53－13溝i23 杯 15．4 3．5 13．1底部：押圧・周縁には面有り，1／3残存。 淡灰白，日
ﾆ
微砂，赤色
ｱ多
53－14溝i23 杯 12．1 2．8 10．7底部：外面押圧，1／4残存。 黄灰褐 細砂
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表11出土遺物観察表（土師器②）
番号 地点 器種 口径 器高 底径 形態の特徴と技法 色調 胎土
53－15溝22 杯 11．4 一 8．5 底部：押圧，1／4残存。 淡榿白 微砂
53－16溝i22 杯 11．6 一 7．6 ナデ，1／4残存。 暗灰褐～
賦D
精良
53－17溝i23 杯 9．6 一 7．9 底部：箆キリ後ナデ・周縁押圧とナデ，1／4残存。 淡黄灰白 精良，赤色
ｱ53－18
cへふ」　
溝23 杯 10．5 2．0 8．5 底部：押圧。 灰褐色～
ｾ榿褐
精良，赤色
ｱ少
53－19溝23 杯 12．5 3．7 6．6 横ナデ，底部：中央箆キリ・周縁箆キリ後ナデ，1／3～
P／4残存。
淡灰榿，底
剥封ﾏ
細砂多
53－20溝22 杯 10．8 3．0 6．3 横ナデ，底部：箆キリ，全体に歪み，1／4残存。 淡黄灰褐 細砂，赤色
ｱ53－21溝22 杯 10．9 3．2 7．3 底部：箆キリ後粗いナデ，ロクロ回転右，口縁シャー
v。
淡榿褐 細砂多
53－22溝23 杯 10．8 2．5 7．2 底部：箆キリ，硬質，1／4残存，角閃石も僅少含む。 淡橿 細砂，赤色
ｱ僅少
53－23溝二22 杯 一 一 7．4 底部：箆キリ，胴部下端工具使用の押圧・シャープ，
P／3残存。
淡灰褐白 微砂，赤色
ｱ僅少
53－24溝23 杯 13．2 一 11．8全体丁寧なナデ，口縁部沈線1条，内面丹塗り，1／7残ｶ
赤榿，灰褐 細砂，角閃
ﾎ多
53－25溝23 杯 一 一 6．0 底部：外面箆キリ後ナデ・内面押圧，内面に油煙の痕
ﾕ、1／4残存。
灰褐 細砂多
53－26溝22 高台付杯 14．6 5．1 8．7 体部下半押圧，内面一部ミガキ痕，口径14．3～14．9
モ香C底径8。4～8．9cm，器高4．8～5．4cm
淡榿黄 細砂多
53－27溝29 高台付杯 15．4 7．9 7．7 幅1cm前後の工具によるナデ（一部で砂粒動く），1／4
c存。
淡黄灰 微砂，赤色
ｱ53－28溝i22 高台付杯 14．6 4．2 7．6 底部：押圧，1／3残存。 赤褐 細砂，赤色
ｱ53－29溝22 高台付杯 一 一 7．3 内面粗いハケ，高台内に粘土巻き上げ痕，内外面丹
hり，硬質。
淡灰褐，赤
F化
細砂
53－30溝i22 高台付杯 一 一 8．4 底部：押圧・ナデ，内面煤，1／4残存。 黒灰，淡黄
D
細砂，角閃
ﾎ53－31溝i22 高台付杯 一 一 6．1 底部：押圧・ナデ，1／3残存。 明榿褐，暗
ﾆ褐
細砂多，角
M石
53－32溝23 高台付杯 一 一 9．3 底部：内外面仕上げのナデ，硬質。 淡黄灰 精良，金雲
53－33溝22 高台付杯 一 一 8．6 底部：外面押圧，1／2弱残存。 黄褐 細砂多
53－34溝22 鉢 23．0 一 一 体部内面：ハケ・上半ハケ後ナデ，体部外面：ケズリ，
煌O面丹塗り，1／4残存．
赤榿褐，淡
ｩ灰白
微砂，赤色
ｱ53－35溝22 鉢 一 一 2．5 内面ハケ，外面タタキ，底部ナデ。 灰褐 細砂多，雲
齣ｽ
57－1 溝i28 椀 一 一 一 高台付き。 灰 細砂多
57－2 溝28 鍋 一 一 一 把手破片。断面丸形。外面ナデ。一部ハケメ残る。 灰茶褐 粗砂
57－5 溝i28 椀 一 一 4．0 高台付き。内外面ナデ。 灰褐 細砂
57－6 溝28 椀 一 一 4．4 高台付き。内外面ナデ。 灰褐 細砂
67－5 溝i31 皿 7．0 1．2 一 内外面ナデ。 灰茶褐 細砂
表12出土遺物観察表（黒色土器）
番号 地点 器種 口径 器高 底径 形態の特徴と技法 色調 胎土
52－16溝23 椀 15．4 5．4 7．4 押圧・ナデ後ミガキ（密），口径15．玉～15．6cm，器高5．2～5．6cm，吉備型椀に似た胎土。 灰黒，淡黄
D
精良，粗砂
ｭ52－17溝22 椀 14．6 一 一 内外面ミガキ（密），玉／8残存。 黒，淡黄灰 精良，金雲
黶H
52－18溝22 椀 15．2 一 一 内面ミガキ（不明瞭），外面横ナデ，1／6残存。 黒，暗灰褐 微砂，角閃
ﾎ多
52－19溝i22 椀 一 一 9．7 内面ミガキ（密）・線刻？，底部外面押圧，1／4残存。 黒，淡茶褐 微砂，角閃
ﾎ少
52－20溝23 椀 一 一 9．2 内面ミガキ（幅広），1／5残存。 黒，淡茶褐 微砂，角閃
ﾎ52－21溝23 椀 一 ｝ 8 内面ミガキ（密），底部外面押圧，高台内線状黒変2
?B
黒，明茶褐 微砂，金雲
齣ｽ
52－22溝22 椀 一 一 6．8 内面ミガキ，底部外面押圧，1／4残存。 黒，淡赤褐 微砂，角閃
ﾎ多
52－23溝22 椀 一 一 7．6 内面ミガキ（密・深い），底部外面押圧，高台部に沈
?d質，1／6残存。
黒，明榿褐 微砂
52－24溝23 椀 一 一 9．6 内面ミガキ（密），外面横ナデ，1／4残存。 黒，灰褐 精良，細砂
ﾍ少
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表13出土遺物観察表（土製品）
番号 地点 器種 長さ 幅 厚さ 形態の特徴と技法 色調 胎土
27－3120層 円盤 4．0 3．7 0．7 土器片を利用。側面をミガキ菱形に整形。両面から穿
E。
53－35溝22 蛸壼 一 一s 一 押圧・ナデ，つまみ部に5×7mmの円孔・縦方向の工?ｭ。
灰黒 微砂
53－36溝二22 土錘 1．5 4．1 1．4 丁寧なナデ。 淡黒灰 精良，角閃
ﾎ少
表14出土遺物観察表（須恵器）
番号 地点 器種 口径 器高 底径 形態の特徴と技法 色調 胎土
43－1 10層 杯身 一 一 一 端部丸くおさめる。内外面ナデ調整。 青灰 緻密
43－2 11層 甕 一 一 一 体部片。外面平行叩き目。内面青海波文。 青灰 緻密
53－1 溝二23 杯 16．4 3．6 9．6 底部：箆キリ，1／4～1／6残存。 淡黄灰白 細砂少
52－1 溝23 高台付杯 16．5 6．3 8．3 全体横ナデ，底部中心部押圧，口縁部1／3残存。 灰 微砂，粗砂
ｭ52－2 溝23 高台付杯 16．1 6．1 7．0底部内面ナデ，シャープさない，内面黒色化？。 黒灰褐，淡
D
微砂少，粗
ｻ52－3溝22溝
@23
高台付杯 一 一 9．5 底部内外面押圧，シャープで硬質感あり。 暗灰 細～粗砂ｽ
52－4 溝i23 高台付杯 一 一 8．8全体横ナデ，硬質感。 淡青灰白 微砂，粗砂
ﾍ少
52－5 溝23 高台付杯 一 一 一 全体横ナデ，高台部丸み有り。 淡灰，灰 微砂，粗砂ｭ52－6 溝i22 高台付杯 14．4 4．0 10．8全体横ナデ，1／6残存。 灰黒，断
ﾊ：淡灰
微砂，粗砂
ｭ52－7 溝22 高台付杯 一 一 10．2全体横ナデ，底部：外面箆キリ・内面ナデ。 淡灰白 微砂少
52－8 溝i22 高台付杯 一 一 12．2全体横ナデ，底部外面ケズリ・線刻，1／6残存。 淡灰 微砂，細砂ｭ52－9 溝i23 杯 12．0 3．3 9．0全体横ナデ，底部箆キリ，1／7残存。 白 微砂，粗砂
ｭ52－10溝22 杯 12．8 3．7 9．2 全体横ナデ，底部箆キリ，底部墨書，火樫（図トーン
煤j，1／2残存。
灰 細～粗砂
ｽ
52－11溝23 杯 一 一 一 底部：周縁部箆キリ・中心押圧・墨書。 淡灰白 微砂少，黒
F粒少
52－12溝22 蓋 12．9 一 一 全体横ナデ，天井部二内面不規則ナデ・外面自然紬，
P／3残，器高推定約2．5cm。
灰，暗灰 緻密
52－13溝22 杯蓋 一 一 一 横ナデ，自然紬。 淡灰白 微砂，黒色ｱ52－14溝22 杯蓋 一 一 一 横ナデ，自然紬。 淡灰 微砂，黒色
ｱ少
52－13溝22 杯蓋 10．0 一 一 1／4残存。内外ナデ。 淡灰 緻密
表15出土遺物観察表（陶磁器）
番号 地点 器種 口径 器高 底径 形態の特徴と技法 色調 胎土
52－15不明 碗 一 ｝ 6．6緑紬陶器。底部外面箆キリ，内面剥落，外面施紬。
淡黄白，紬：
W緑黄 精良
57－3 溝28 壼 10．0 一 一 青磁の壼口縁部小片。内外面太沈線陰刻。 緑灰 緻密
57－4 溝29 碗 一 一 一 白磁の椀口縁部小片。端部下端沈線、段。 灰白 緻密
67－2 溝i31 碗 一 一 一 青磁の壼口縁部小片。内面に陰刻文。 緑灰 緻密
67－3 溝i31 碗 一 一 4．6 陶器椀の底部片。1／3残存。底部ケズリ出し。 灰白 緻密
67－4 溝i31 碗 一 一 4．3 陶器椀の底部破。1／4残存。底部ケズリ出し。 茶褐 緻密
67－5 溝31 播鉢 一 一 一 陶器製播鉢の口縁部小片。櫛目顕著。 暗茶褐 細砂
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調査の成果
表16出土遺物観察表（金属製品）
番号 地点 材質 器種 長さ 幅／径 厚さ 重さ 形態の特徴と技法
57－1 7層 鉄 不明 4．5 1．2 0．4 7．5 方形でやや厚みがある。
67－1 2層 鉄 蹄鉄 9．0 8．5 0．5 100 U字形。釘が一部残存。
67－2 5層 銅 銭 2．35 2．35 0．1 2．7 熈寧元實。初鋳造年1068年
表17出土遺物観察表（木器・木製品）
地点 樹種 器種 長さ 幅 厚さ 木取り 形態の特徴と技法
54－1 溝22 箱部材 24．0 5．7 0．5 板材 綴じ穴あり、樹皮綴じ残存。
54－2溝22 箱部材 17．0 3．0 0．5 板材 53－1と同一個体。
54－3 溝29 箱部材 30．0 4．0 1．2 板材 両端に方形孔をもつ。側板か。
54－4 溝22－29 扇骨 31．2 1．8 0．35 板材 薄く加工し、穿孔をもつ。
54－5 溝22－29 不明 23．0 0．9 0．3 板材 表面平滑、端部刃状に加工。
54－6 溝22－29 箆 2L51．1 0．8 中央で折れている。
54－7 溝i23 杓子 21．3 2．7 0．7 板材 縦に半分折損。先端摩滅。
54－8溝23 匙形 12．5 12．0 L1 板材 柄部欠損。工具痕顕著。
54－9 溝i22－29 杭 30．0 6．4 みかん割 先端削り面多く尖る。
54－10溝22－29 杭 40．0 3．6 みかん割 先端角状に尖る。
54－11溝22－29 杭 46．0 4．0 丸太 先端削り面少なく尖る。
54－12溝22－29 杭 52．0 4．4 丸太 先端削り面少なく尖る。
54－13溝22－29 杭 52．1 4．6 丸太 先端やや角状に尖る。
54－14溝i22－29 杭 66．0 6．4 みかん割 先端角状に尖る。
54－15溝22－29 杭 26．0 4．2 丸太 先端削り面少なく尖る。
54－16溝22－29 杭 30．2 4．4 丸太 先端やや角状に尖る。
54－17溝22－29 杭 32．4 5．8 みかん割 先端削り面多く尖る。
54－18溝22－29 杭 22．4 4．0 みかん割 先端削り面少なく尖る。
54－19溝22－29 杭 22．2 6．2 みかん割 先端削り面やや多く尖る。
54－20溝22－29 杭 30．0 10．0 丸太 先端削り面やや多く丸く尖る。
54－21溝22－29 杭 18．4 4．0 丸太 先端削り面少なく尖る。
54－22溝22－29 杭 42．4 6．6 みかん割 板状の身で、先端を欠損。
54－23溝22－29 杭 24．4 5．9 みかん割 先端を欠損。
54－24溝22－29 杭 16．0 2．6 丸太 先端を欠損。
56－1 溝i28 杭 54．4 5．0 丸太 先端削り面やや多く尖る。
表18出土遺物観察表（石器・石製品）
番号 地点 石材 器種 長さ 幅 厚さ 重さ（9） 形態の特徴と技法
14－4 焼1 花崩岩 石錘 6．5 5．0 2．1 100 両端部挟入部加工二
28－1 20・21層安山岩 スクレイパー 5．7 4．2 0．65 17．0 上下端刃潰れ。
28－2 21層 花崩岩 石錘 4．8 5．8 1．4 56．6 半折し、両端部挟入加工。
28－3 21層 安山岩 石鍬 12．2 6．8 1．9 85．0 身を折損。
28－4 21層 花崩岩 叩き石 6．8 6．1 1．3 22．0 上下端打痕。
28－5 21層 安山岩 （石剣） 8．0 3．2 3．2 160．2被熱による割れω
30－8 19層 安山岩 剥片 6．1 2．4 L5 20．0 上下端刃潰れ。
32－4 18層 安山岩 石鍬 4．5 5．1 1．1 43．3 身を半分折損。
37－1 12層 安山岩 打製穂摘具 7．3 2．9 0．8 25．3 両短側縁に挟入加工。
37－2 12層 安山岩 スクレイパー 7．5 4．3 0．5 20．3 長側縁に刃潰れ。
37－3 12層 安山岩 石錨i 4．0 1．5 0．4 2．7 木の葉形。
37－4 12層 安山岩 石錨i 1．4 1．6 0．3 0．5 凹基形。先端折損。
37－5 12層 安山岩 石鎌i 1．45 1．6 0．34 0．5 凹基形。先端折損。
37－6 12層 安山岩 石錺i 2．0 1．6 0．35 1．0 平根形。先端折損。
37－7 12層 花嵩岩 石錘 5．1 4．5 1．7 50．0 両端部挟入部加工。
68－14溝22 安山岩 石錨i 2．8 1．6 0．35 1．6 凹基形。先端折損。
68－15溝22 安山岩 石鎌i 3．3 2．0 0．4 L5 凹基形。身が中央でやや窪む。
68－16溝23 安山岩 石錐 3．35 0．8 0．8 1．8 先端を欠損。上端潰れ。
68－17溝22 安山岩 模形石器 3．5 1．3 0．9 4．7 半分折損。
68－18溝23 安山岩 剥片 4．7 2．1 1．0 8．3 側縁に剥離、上端部潰れ。
68－19溝22 安山岩 剥片 3．5 1．3 0．3 2．2 下端側縁に剥離と潰れ。
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